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������� 平
成
25
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会
定
例
会

多目的競技場の整備工事

正
予
算
案
◇
平
成
24
年
度
一
般
会

計
決
算
な
ど
20
件
。
い
ず
れ
も
慎

重
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総

額
50
億
５
７
５
０
万
１
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

議
員
提
案
に
よ
る
｢

道
州
制
に

断
固
反
対
す
る
意
見
書｣
も
採
択
。

意
見
書
は
、
道
州
制
導
入
を
目
指

す
与
野
党
の
動
き
に
対
し
、｢

(
道

州
制
は)

ほ
と
ん
ど
の
町
村
に
お

い
て
は
、
事
実
上
の
合
併
を
余
儀

な
く
さ
れ｣

、｢

住
民
と
行
政
と
の

距
離
が
格
段
に
遠
く
な
り
、
住
民

自
治
が
衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と
は

明
ら
か｣

と
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
宮
本
睦
生
、
鍋

田
平
、
富
山
勝
、
河
原
泉
、
川
上

國
治
の
５
議
員
が
、
ご
み
減
量
対

策
や
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
の
火

気
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
、

｢

議
会
だ
よ
り｣

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
く
一
方

で
、
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各

地
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
台
風

も
接
近
し
ま
し
た
が
、
嘉
島
町
は

何
ら
被
害
も
な
く
、
水
稲
の
出
穂

期
を
迎
え
て
心
配
さ
れ
て
い
た
農

家
の
皆
さ
ん
も
、
ほ
っ
と
さ
れ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

６
月
議
会
か
ら
今
日
ま
で
の
主

な
動
き
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
８
月
30
日
に
市
街
化
区
域
編

入
、
事
業
決
定
な
ど
の
都
市
計
画

決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
事
業
区
域
内
外
を
現
地
で
確

定
さ
せ
る
地
区
界
測
量
、
区
域
内

の
勾
配
を
反
映
さ
せ
た
基
本
設
計
、

相
続
人
調
査
や
換
地
設
計
に
向
け

た
準
備
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
関
連
で
は
、
貴

重
な
動
植
物
の
移
動
、
移
植
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
東
部
台
地
開
発
に
伴
う

上
水
道
整
備
事
業
の
認
可
申
請
に

入
り
、
８
月
21
日
に
は
井
寺
、
北

甘
木
一
帯
に
簡
易
上
水
道
を
敷
設

す
る
計
画
に
つ
い
て
の
住
民
説
明

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
後
は
試
験

地
の
用
地
交
渉
と
年
度
内
の
認
可

取
得
、
事
業
に
か
か
わ
る
条
例
制

定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

嘉
島
町
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
が
３
年
連
続
で
赤
字
に
な
っ

て
い
ま
す
。
１
人
当
た
り
の
診
療

費
は
年
々
伸
び
て
お
り
、
不
測
の

支
払
い
に
備
え
た
基
金
残
高
は
年
々

減
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
に

２
億
５
千
万
円
近
く
あ
っ
た
基
金

は
こ
の
３
年
間
で
１
億
円
以
上
減
っ

て
お
り
、
平
成
24
年
度
末
の
残
高

は
１
億
４
千
万
円
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
診
療
費
が
伸

び
続
け
る
と
、
数
年
の
う
ち
に
基

金
が
底
を
つ
い
て
し
ま
い
、
国
保

税
率
の
改
正
等
を
す
る
必
要
が
生

じ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
す
の
で
、
町

民
が
健
診
等
を
積
極
的
に
受
診
し
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防
と

健
康
維
持
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、

保
健
事
業
に
一
層
力
を
入
れ
、
周

知
徹
底
と
広
報
啓
発
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

運
動
公
園
の
整
備
事
業
は
、
北

側
の
多
目
的
競
技
場(

ト
ラ
ッ
ク)

の
整
備
工
事
を
発
注
、
工
事
中
で

す
。
競
技
場
は
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
敷
地
中
央
部
に
配
置
し
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
形
で
１
周
４
０

０
㍍
の
陸
上
競
技
走
路
を
整
備
、

走
路
等
は
全
天
候
型
ゴ
ム
チ
ッ
プ

ウ
レ
タ
ン
舗
装
と
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
管
理
倉
庫
建
築
工
事
や
付

属
道
路
、
駐
車
場
の
整
備
、
植
栽

工
事
を
予
定
し
、
来
年
度
に
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス

(

管
理
棟)

の
建
築
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

���������道
州
制
反
対
意
見
書
も
採
択

町
政
報
告

荒
木
町
長

東
部
台
地
の
区
画
整
理

ピ
ン
チ
の
国
保
財
政

平
成
25
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
９
月
６
日
か
ら
10
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
２
件
の
ほ
か
、
上
程
議
案

は
、
◇
町
役
場
東
側
に
建
設
中
の

文
化
施
設
の
名
称
を

｢

嘉
島
町
民

会
館｣

と
す
る
条
例
案
◇

｢

嘉
島

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議｣

を
設

置
す
る
条
例
案
◇
２
億
９
０
８
万

６
千
円
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補

運
動
公
園
の
競
技
場
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文
化
施
設

(

嘉
島
町
民
会
館)

の
建
設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

８
月
末
の
進
捗
率
は
約
75
％
程
度

で
計
画
通
り
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

建
物
周
辺
の
擁
壁
の
外
溝
工
事
も

同
時
に
施
工
中
で
す
。
建
物
は
11

月
い
っ
ぱ
い
に
は
完
成
し
、
利
用

開
始
は
来
年
３
月
く
ら
い
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
空
調
設
置
工
事
に

つ
い
て
は
、
３

校
と
も
校
舎
内

の
作
業
は
終
え

て
い
る
状
況
で
、

今
後
は
校
舎
外

の
ダ
ク
ト
工
事

や
室
外
機
の
取

り
付
け
作
業
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

(
電
気
制
御
装

置)
の
組
み
立

て
お
よ
び
取
り

付
け
作
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

９
月
中
に
は
使

用
で
き
る
よ
う

に
な
る
予
定
で

す
。
稼
働
後
は

子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
が
改

善
さ
れ
、
学
習

意
欲
が
増
大
す

る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

空
調
機
器
の

設
置
に
伴
い
、

西
小
と
中
学
校
の
教
室
の
窓
が
す

り
ガ
ラ
ス
の
ま
ま
で
は
、
窓
を
閉

め
た
と
き
教
室
と
廊
下
が
分
離
さ

れ
て
学
習
・
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、

一
部
を
透
明
な
ガ
ラ
ス
に
交
換
し

て
環
境
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

(

９
月

６
日)

３
件
の
耐
震
診
断
申
請
が

あ
り
、
診
断
中
で
す
。
耐
震
診
断

を
受
け
た
物
件
で
倒
壊
す
る
可
能

性
が
あ
る
建
物
に
対
し
て
は
、
今

後
補
助
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

認
可
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消

に
向
け
、
嘉
島
保
育
園
で
は
増
設

の
た
め
の
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
10
月
初
旬
に
は

施
設
の
本
体
工
事
に
着
手
さ
れ
、

順
調
に
工
事
が
進
む
と
来
年
の
３

月
に
は
完
成
予
定
と
の
こ
と
で
、

待
機
児
童
は
解
消
へ
向
か
う
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
中
央
自
動
車
道
嘉
島
Ｊ
Ｃ

Ｔ

(

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン)

〜
矢
部

Ｉ
Ｃ

(

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ)

間

23
㌔
の
う
ち
、
小
池
高
山
Ｉ
Ｃ
〜

北
中
島
Ｉ
Ｃ
間
10
・
８
㌔
の
開
通

が
平
成
30

(

２
０
１
８)

年
度
に

な
る
と
の
見
通
し
を
、
国
土
交
通

省
九
州
整
備
局
が
６
月
14
日
に
発

表
し
ま
し
た
。
な
お
、
嘉
島
Ｊ
Ｃ

Ｔ
〜
小
池
高
山
Ｉ
Ｃ
間
の
１
・
８

㌔
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
に
開

通
予
定
で
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
が

今
年
７
月
で
竣
工
10
周
年
を
迎
え
、

７
月
25
日
に
同
工
場
で
鳥
井
副
社

長
や
サ
ン
ト
リ
ー
関
係
者
ら
の
出

席
の
も
と
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
工
場
敷
地
内
で
は
、
工
場
の

屋
根
や
芝
生
広
場
な
ど
の
約
２
万

７
４
０
０
平
方
㍍
に
１
万
６
千
枚

の
パ
ネ
ル
を
敷
き
、
出
力
２
千
６

０
０
㌔
㍗
の
大
規
模
太
陽
光
発
電

(

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー)

を
６
月
に
着

工
、
10
月
か
ら
順
次
稼
働
す
る
予

定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち

な
み
に
一
般
住
宅
の
４
５
０
戸
か

ら
５
０
０
戸
を
賄
え
る
出
力
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
は
今
年

で
18
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
盛

会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
８
月
３
日
午
後
５
時
20

分
か
ら
、
か
し
ま
太
鼓
の
響
き
と

と
も
に
開
演
し
、
コ
ン
ト
や
踊
り
、

歌
謡
祭
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
つ
り
の

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
３
千
発

の
花
火
打
ち
上
げ
時
間
に
は
８
千

８
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

７
月
25
日
に
全
国
町
村
会
、
都
道

府
県
町
村
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、

副
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ん
方
は
じ
め

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
町
長
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
町
村
会
副
会
長

と
し
て
十
分
な
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

全
国
町
村
会
長
に
は
こ
れ
ま
で
同

様
、
長
野
県
川
上
村
の
藤
原
村
長

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
会
館
は
計
画
通
り

戸
建
の
耐
震
診
断

九
州
中
央
自
動
車
道

サ
ン
ト
リ
ー
熊
本
工
場

全
国
町
村
会
副
会
長

順調に工事が進む嘉島町民会館

学
校
に
空
調
設
置

待
機
児
童
の
解
消

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り



広報かしま�������

― 4―

��平
成
25
年
度
の
金
婚
夫
婦
表
彰
式
は
９
月
13

日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

中
に
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
嘉
島
町
内
の
ご

夫
婦
は
27
組
。
式
に
は
24
組
が
出
席
さ
れ
、
荒

木
町
長
か
ら
熊
日
と
町
の
表
彰
状
・
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
長
は
、｢

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
、
熊
日
の
あ
い
さ
つ
を

代
読
。
一
組
ず
つ
表
彰
の
後
、
鍬
先
盛
雄
さ
ん

が
、｢

夫
婦
で
支
え
合
っ
て
50
年
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
地
域
と
の

絆
を
深
め
て
、
健
康
で
楽
し
く
余
生
を
過
ご
し

た
い｣
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
通
り
で
す
。

����
さ
ん
(
75)

西
村

���
さ
ん

(
74)

10
月
７
日

���
さ
ん

(

76)
下
仲
間

���
さ
ん

(

72)
10
月
19
日

����
さ
ん

(

76)

下
仲
間

���
さ
ん

(

74)

12
月
22
日

※
日
付
は
結
婚
記
念
日
で
す
。

第
55
回
熊

日
金
婚
夫
婦

表
彰
状
と
記

念
品
は
９
月

10
日
、
和
田

熊
日
事
業
局

次
長
か
ら
荒

木
町
長
へ
町

長
室
で
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

�� ��さん (72)���さん (70)
三郎無田 ３月５日

�� ��さん (76)�さん (74)
下六嘉 12月27日

�� ��さん (76)���さん (71)
下六嘉 10月16日

�� ��さん (75)��さん (75)
下六嘉 ４月25日

�� ��さん (75)��さん (71)
井寺 ３月17日

�� ��さん (76)���さん (74)
井寺 ２月24日

�� �さん (77)��さん (72)
井寺 １月７日

�� ��さん (75)��さん (71)
三郎無田 ４月23日

�
ご夫婦27組表彰

� �
�� ������
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�� ��さん (74)��さん (73)
上六嘉 ４月10日

�� ��さん (78)��さん (74)
上六嘉 ２月９日

�� ��さん (75)��さん (70)
北甘木 １月19日

�� ��さん (75)��さん (74)
井寺 ４月14日

�� ��さん (72)��さん (72)
西村 １月19日

�� ��さん (82)��さん (73)
上六嘉 10月28日

�� ��さん (76)��さん (71)
上六嘉 10月３日

�� ��さん (81)���さん (76)
上島 ３月23日

�� ��さん (73)��さん (72)
上島 ３月23日

�� �さん (75)��さん (69)
上島 ３月６日

�� �さん (75)��さん (72)
犬渕 12月２日

�� ��さん (74)���さん (76)
鯰 12月12日

�� ��さん (76)��さん (74)
鯰 ３月29日

�� ��さん (77)��さん (77)
上島 ３月27日

�� �さん (75)��さん (78)
上六嘉 ４月28日

�����さん (75)���さん (76)
西村 ３月３日
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松
本
ス
エ
メ
さ
ん

(

左)

の
表
彰

祝 百歳長寿�����������
今
年
の
嘉
島
町
の
百
歳
長
寿
表

彰
は
、
昨
年
比
４
人
増
の
６
人
。

９
月
12
日
、
荒
木
町
長
が
施
設
や

病
院
を
訪
ね
て
、
一
人
一
人
に
内

閣
総
理
大
臣
と
町
の
表
彰
状
・
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

本
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
大

正
２
、
３
年
生
ま
れ
の
方
が
対
象
。

表
彰
に
は
家
族
が
付
き
添
い
、
中

に
は
施
設
の
仲
間
も
加
わ
っ
て
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

６
人
の
う
ち
百
歳
の
誕
生
日
を

過
ぎ
て
い
る
の
は
、
６
月
生
ま
れ

の
松
本
ス
エ
メ
さ
ん
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
悠
優
か
し
ま
に
入
所

中
で
、
少
々
耳
が
遠
い
も
の
の
お

元
気
。
荒
木
町
長
が
｢

大
正
、
昭

和
、
平
成
と
３
つ
の
時
代
を
生
き

抜
き
、
今
の
日
本
を
築
か
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
壮
健
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い｣

と
言
葉
を
か
け
る
と
、

｢

お
礼
の
申
し
上
げ
よ
う
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
百
歳
目
指

し
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い｣

と

答
え
て
い
ま
し
た
。

�������
(

高
田)

大
正
２
年
６
月
５
日
生 ������

(

北
甘
木)

大
正
２
年
11
月
29
日
生

お
昼
寝
中
。｢

お
礼
を
言
う
は

ず
だ
っ
た｣

と
ご
家
族
。

※
10
月
１
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

�������
(

上
六
嘉)

大
正
３
年
１
月
３
日
生

｢

お
盆
に
は
家
族
み
ん
な
で
お

祝
い
し
ま
し
た｣

と
ご
家
族
。 ������

(

下
六
嘉)

大
正
３
年
１
月
11
日
生

耳
は
遠
い
け
ど
、
お
元
気
。

｢

あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う｣

。

�������
(

上
六
嘉)

大
正
３
年
２
月
１
日
生

｢

い
つ
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

眠
っ
て
い
ま
す｣

と
ご
家
族
。 �������

(

北
甘
木)

大
正
３
年
３
月
15
日
生

町
長
を
ご
存
じ
で
、｢

時
に
は

お
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い｣

。

康
寿
苑
で
は
、
町
内
最
高
齢
者

の
内
村
キ
ヨ
さ
ん
＝
１
０
４
歳
＝

が
町
長
と
記
念
撮
影
。
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祝 結婚50周年

昭
和
38
年
に

結
婚
、
そ
の
後

伴
侶
を
亡
く
し

た
方
の
結
婚
50

周
年

(

一
人
金

婚)

を
祝
う
表

彰
式
は
９
月
13

日
、
役
場
で
開

か
れ
、
11
人

(

４
人
欠
席)

に
町
の
表
彰
状

記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

荒
木
町
長
は
、

お
祝
い
の
言
葉

に
続
い
て
、｢

こ
の
表
彰
は
今
年

で
24
回
目
。
お
一
人
お
一
人
の
歩

み
に
感
謝
す
る
今
日
の
表
彰
で
す
。

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
が
温
か
く
笑
顔
あ

ふ
れ
た
も
の
に
な
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す｣

と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

式
に
出
席
し
た
７
人
の
中
に
は
、

ご
主
人
の
遺
影
と
一
緒
に
出
席
さ

れ
た
方
も
い
て
、
皆
さ
ん
感
慨
深

そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
。

水
村

洋
子
さ
ん

(

74)

＝
三
郎
無
田

緒
方

敏
子
さ
ん

(

84)

＝
井
寺

勝
本

咸
子
さ
ん

(

74)

＝
北
甘
木

村
上
マ
サ
エ
さ
ん

(
77)

＝
北
甘
木

宮
部
喜
美
子
さ
ん

(

76)

＝
北
甘
木

飯
星

迪
男
さ
ん

(

80)

＝
上
六
嘉

大
森
ヨ
シ
エ
さ
ん

(

74)

＝
西
村

�
村

京
子
さ
ん

(

72)

＝
西
村

高
森

和
子
さ
ん

(

71)

＝
上
島

岡

ウ
イ
さ
ん

(

75)＝
鯰

本
田

英
子
さ
ん

(

77)

＝
犬
渕

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
��

町長から引換券を贈られる当選者

中島町老連
会長の謝辞

米寿代表の
松永俊雄さん

荒木町長

松
島
み
ず
代
さ
ん
は

夫
婦
で
出
演

歌
謡
シ
ョ
ー
や
抽
選
会

��������約３５０人が
出
席

の
歌
謡
シ

ョ
ー
で
は
、

拍
手
や
笑

顔
が
あ
ふ

れ
、
薄
型

テ
レ
ビ
な

ど
が
あ
た

る
抽
選
会

で
は
、
番

号
が
読
み

上
げ
ら
れ

る
た
び
に

平
成
25
年
度
の
嘉
島
町
敬
老
会

は
９
月
11
日
、
町
民
体
育
館
で
開

か
れ
、
約
３
５
０
人
が
出
席
、
歌

謡
シ
ョ
ー
や
抽
選
会
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

荒
木
町
長
は
、｢

ご
長
寿
を
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
21
世
紀
は

高
齢
者
の
世
紀
と
い
わ
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
活
力
と
潤

い
の
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
が
社
会
で
活

躍
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
健

康
に
留
意
さ
れ
、
毎
日
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。

木
田
町
議
会
議
長
、
栗�
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

米
寿
表
彰
は
、
今
年
の
対
象
者

52
人
を
代
表
し
て
、
下
六
嘉
の
松

永
俊
雄
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

が
、｢

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
何
と
か
が
ん
ば
り

た
い｣

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

演
歌
歌
手
・
松
島
み
ず
代
さ
ん

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
長
寿
者
は
８
月
末
現
在
、

70
歳
以
上
が
１
７
６
０
人
、
80
歳

以
上
７
９
１
人
、
90
歳
以
上
１
５

９
人
。
１
０
０
歳
以
上
は
４
人
お

ら
れ
、
最
高
齢
は
１
０
４
歳
で
す
。

祝 長寿
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４町合同出発式

運転者に声をかけてタオルを手渡す園児

実技で出発する参加者

白
バ
イ
で
記
念
撮
影
を
す
る
家
族

児童に声をかける荒木町長

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

９
月
20
日
、
益
城
町
総
合
体
育

館
で
あ
り
、
御
船
警
察
署
と
管
内

４
町
か
ら
交
通
指
導
員
や
交
通
安

全
母
の
会
、
老
人
会
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙

と
う
な
ど
の
後
、
表
彰
で
は
、
嘉

島
町
か
ら
は
、
森
嶋
秀
則
さ
ん
と

林
田
製
材
所
に
九
州
管
区
警
察
局

長
と
九
州
交
通
安
全
協
会
長
の
連

名
表
彰
が
、
工
藤
敦
さ
ん
と
西
岡

敏
春
さ
ん
に
交
通
栄
誉
章

｢

緑
十

字
銅
章｣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

益
城
町
の
永
野
交
通
指
導
隊
長

の
出
発
申
告
の
後
、
青
パ
ト
を
先

頭
に
嘉
島
町
役
場
ま
で
交
通
安
全

啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

○
園
児
が
安
全
運
転
の
声
か
け

嘉
島
町
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
９
月
26
日
、
役
場
前
で
行
わ

れ
、
嘉
島
幼
稚
園
の
年
長
組
31
人

が
車
の
運
転
者
に

｢

安
全
運
転
し

て
く
だ
さ
い｣

と
声
を
か
け
、
チ

ラ
シ
入
り
タ
オ
ル
を
手
渡
し
ま
し

た
。
町
交
通
安
全
母
の
会
や
交
通

指
導
員
、
御
船
署
員
も
参
加
。
通

り
か
か
っ
た
車
の
運
転
手
さ
ん
た

ち
は
、
母
の
会
の
会
員
に
付
き
添

わ
れ
た
園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
声

か
け
に

｢

あ
り
が
と
う｣

と
笑
顔

で
応
え
て
い
ま
し
た
。

○
第
11
回
高
齢
者
安
全
運
転
競
技

大
会

９
月
23
日
、
御
船
町
の
熊

本
バ
ス
自
動
車
学
校
で
開
催
。
御

船
署
管
内
４
町
対
抗
で
、
65
歳
以

上
の
10
人
１
チ
ー
ム
、
各
町
代
表

の
４
チ
ー
ム
が
出
場
。
嘉
島
町
は

69
〜
82
歳
の
男
性
チ
ー
ム
で
、
団

体
３
位
、
個
人
で
甲
斐
原
正
孝
さ

ん
が
見
事
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

学
科
の
後
の
実
技
で
は
Ｓ
字
カ
ー

ブ
や
ク
ラ
ン
ク
、
交
差
点
で
の
信

号
発
進
な
ど
で
運
転
技
術
を
競
い

ま
し
た
。

○
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

９
月
23
日
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

・
オ
ー
タ
ム
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
、
御
船
署
員
や
交
通
指
導

員
、
交
通
安
全
母
の
会
員
な
ど
が

チ
ラ
シ
や
タ
オ
ル
を
来
場
者
に
配
っ

て
交
通
事
故
防
止
や
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
、
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
が
置
か
れ
、

家
族
連
れ
が
乗
車
し
て
記
念
撮
影

し
た
り
、
自
転
車
の
運
転
技
術
を

試
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
県
警

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

ゆ
っ
ぴ
ー
も
登
場
、
子
ど
も
た
ち

の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

○
荒
木
町
長
が
登
校
見
守
り

９

月
24
日
朝
、
町
内
の
東
・
西
小
学

校
の
通
学
路
数
カ
所
の
交
差
点
で
、

登
校
中
の
小
学
生
の
様
子
を
見
守

る
と
と
も
に
、｢

車
に
気
を
付
け

て｣
｢

用
心
し
て
ね｣

と
声
を
か

け
ま
し
た
。
各
交
差
点
に
は
、
保

護
者
や
交
通
指
導
員
が
出
て
見
守

り
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
町
長
た
ち
の
あ
い
さ
つ

や
声
か
け
に
元
気
に
応
え
、
ラ
ン

ド
セ
ル
を
揺
ら
し
な
が
ら
学
校
へ

急
い
で
い
ま
し
た
。

○
期
間
中
の
交
通
事
故

嘉
島
町
は
ゼ
ロ

秋の全国交通安全運動は､ ｢子どもと高齢者の交
通事故防止｣ をテーマに､ ９月21日から30日まで､
各地で運動が展開され､ 嘉島町内でも子どもたちの
見守りやキャンペーンが実施されました｡

秋の全国交通安全運動
｢子どもと高齢者を守ろう｣

町内でも運動を展開

発生
件数

死者
数

傷者
数

嘉島町
期間中 ０ ０ ０

増 減 －２ ±０ －３

御船署
管 内

期間中 ８ ０ 11

増 減 －４ －１ －３

熊本県
期間中 182 0 240

増 減 －62 －１ －79



広報かしま �������

― 9―

役場での献血受付

役
場
前
で
の
集
団
健
診

天
草
市
で
９
月
14
日
に
開
か
れ

た
熊
本
県
民
体
育
祭
の
総
合
開
会

式
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
空
手
道

の
普
及
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
、

松
田
彰
憲
さ
ん
＝
鯰
＝
が
、
熊
本

県
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
さ
ん
は
、
選
手
や
指
導
者

と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
空
手
道

に
携
わ
り
、
県
空
手
道
連
盟
の
審

判
部
会
長
と
し
て
空
手
道
の
普
及
・

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

も
上
益
城
郡
空
手
道
連
盟
の
会
長

を
務
め
、
地
域
で
の
空
手
道
の
普

及
・
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊本県体育協会
スポーツ功労者表彰
松田彰憲さん＝鯰＝受賞

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������
�����

嘉
島
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

し
た
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど

の
集
団
健
康
診
断
が
９
月
２
〜
６

日
、
役
場
前
で
行
わ
れ
、
受
診
者

は
１
０
８
０
人
。
昨
年
の
１
０
９

６
人
に
比
べ
て
わ
ず
か
に
減
少
し

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
対
象
に
し
た
特
定
健
診
で

は
、
昨
年
の
健
診
結
果
に
よ
る
と
、

嘉
島
町
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
糖
尿
病
な
ど
で
注
意
を

要
し
、
重
症
化
予
防
の
た
め
の
特

別
の
指
導
が
必
要
と
さ
れ
た
方
の

割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
多

く
の
方
の
受
診
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

嘉
島
町
は
、
特
定
健
診
の
受
診

率
60
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
24
年
度
は
50
・
８
％

(

速
報

値)

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
年
度
の
健
診
結
果
に
よ
る
と
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
率
は
19
・

２
％
と
ほ
ぼ
５
人
に
１
人
の
割
合

で
、
県
内
全
市
町
村
で
２
番
目
の

高
さ
で
し
た
。
糖
尿
病
は
10
人
に

１
人
で
県
内
町
村
６
番
目
、
中
性

脂
肪
は
同
７
番
目
の
高
さ
で
し
た
。

特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
る

方
も
、
約
３
人
に
１
人
し
か
指
導

を
受
け
て
い
な
い
状
況
で
す
。

町
は
、
今
回
の
集
団
健
診
な
ど

も
含
む
一
般
の
健
康
診
断
結
果
に

基
づ
い
た
相
談
会
を
10
月
23
日
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

嘉
島
町
内
で
の
献
血
者
が
毎
年

増
え
て
、
昨
年
は
年
間
１
５
８
５

人
と
目
標
数
の
81
％
超
。
不
足
し

が
ち
な
血
液
供
給
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

９
月
５
日
に
は
役
場
と
熊
本
回

生
会
病
院
で
46
人
が
献
血
、
昨
年

よ
り
わ
ず
か
で
す
が
３
人
増
え
ま

し
た
。

町
内
で
は
、
役
場
・
回
生
会
病

院
で
年
２
回
、
熊
本
南
工
業
団
地

と
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
で

年
１
回
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で

は
ほ
ぼ
月
１
回
、
冬
場
は
月
数
回
、

献
血
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
献
血
し
た
方
は
平

成
23
年
１
３
２
１
人
、
24
年
１
４

３
８
人
と
増
え
、
目
標
達
成
率
も

約
２
倍
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
、
糖
尿
病
な
ど
要
注
意
多
い
の
に
…

集
団
健
診
の
受
診
者
減
少

健
診
結
果
相
談
会
も
開
催 ������������������
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園児に囲まれてにっこり｡ 牛舎で張り切る生徒たち

チョコレート作りで真剣な表情 車の窓ふきで汗をかく

笑顔の藤井さんと女子生徒

嘉
島
中
学
校
で
９
月
24
日
、
道

徳
講
演
会
が
あ
り
、
顔
の
右
半
分

が
膨
れ
る
難
病
で
幼
い
時
か
ら
い

じ
め
に
あ
っ
て
き
た
藤
井
輝
明
さ

ん
が
全
校
生
徒
２
３
２
人
を
前
に
、

｢

今
を
生
き
る
〜
あ
な
た
の
生
き

方
は
？｣

と
題
し
て
講
演
。｢

見

た
目
で
人
を
判
断
し
な
い
で｣

｢

親
か
ら
も
ら
っ
た
姿
形
、
あ
る

が
ま
ま
の
自
分
に
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
生
き
て
い
こ
う｣

と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
元
熊
本
大
学
医
学

部
教
授
で
、
中
央
大
学
保
健
体
育

研
究
所
客
員
研
究
員
。
病
名
は

｢

海
綿
状
血
管
腫｣

。
血
管
の
壁
が

膨
れ
て
は
れ
る
難
病
で
す
が
、
感

染
は
し
な
い
し
、
臭
い
も
し
ま
せ

ん
。
２
歳
で
発
病
し
た
藤
井
さ
ん

は
、｢

う
つ
る｣

｢

く
さ
い｣

｢

さ

わ
る
と
指
先
が
溶
け
る｣

な
ど
の

い
じ
め
に
あ
っ
て
き
ま
し
た
。

柔
ら
か
い
語
り
口
で
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
、｢

原
因
が
わ

か
ら
な
い
と
、
人
は
不
安
に
な
る
。

い
じ
め
が
始
ま
り
、
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
す
る
傍
観
者
が
い
じ
め
を
広

げ
る｣

と
し
、｢

正
し
い
知
識
と

理
解
が
な
い
と
、
う
わ
さ
に
振
り

回
さ
れ
る｣

と
指
摘
し
ま
し
た
。

難
病
に
な
っ
た
こ
と
で
医
学
の

道
を
志
し
た
藤
井
さ
ん
は
、｢

自

分
以
外
の
す
べ
て
の
人
す
べ
て
の

も
の
が
先
生
。
病
気
も
先
生｣

と

い
い
、｢

あ
な
た
も
大
切
な
一
人
、

自
分
も
大
切
な
一
人
。
こ
の
世
に

生
ま
れ
て
不
要
な
人
は
い
な
い｣

｢

自
身
の
力
を
つ
け
て
、
必
要
と

し
て
い
る
多
く
の
人
の
た
め
に
生

き
て
ほ
し
い｣

と
訴
え
ま
し
た
。

き
、
鯰
の
ス
イ
ー
ツ

工
房
・
ハ
ニ
ー
ク
イ
ー

ン
で
は
、
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
石
原
さ
ん
の

指
導
で
男
女
生
徒
２

人
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ケ
ー

キ
用
に
小
さ
な
カ
ボ

チ
ャ
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
作
り
に
挑
戦
し
て

嘉
島
中
学
校
２
年
生
82
人
が
９

月
10
日
か
ら
３
日
間
、
町
内
外
の

30
事
業
所
で
職
場
体
験
。
生
徒
た

ち
は
、
プ
ロ
の
仕
事
に
驚
き
、
楽

し
さ
厳
し
さ
も
感
じ
た
よ
う
で
、

｢
３
日
で
終
わ
る
の
が
残
念｣

と

い
う
感
想
も
出
て
い
ま
し
た
。

事
業
所
の
業
種
は
多
岐
に
わ
た

り
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
、

工
場
、
郵
便
局
、
介
護
施
設
、
病

院
、
清
掃
業
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
、
小
売
店
、
飲
食
店
、
農
業
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
。
ほ
と

ん
ど
が
町
内
で
、
い
ず
れ
も
快
く

生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
約
４
５
０
頭
を

肥
育
す
る
下
仲
間
の
藤
木
牧
場
で

は
、
男
子
生
徒
３
人
が
牛
舎
の
掃

除
や
水
田
の
雑
草
取
り
に
汗
を
か

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
六
嘉
給
油
所
で
は
、
男
子

生
徒
２
人
が
次
々
に
給
油
に
訪
れ

る
車
の
窓
ふ
き
に
追
わ
れ
、
時
に

は
運
転
手
さ
ん
か
ら

｢

が
ん
ば
っ

て｣

と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
鯰
の
幼
光
保
育
園
で
は
４
人

の
女
子
生
徒
が
、
保
育
士
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
０
歳
児
と
２

歳
児
の
世
話
を
し
ま
し
た
。

牧
場
、
ス
イ
ー
ツ
工
房
、
給
油
所
、
保
育
園
…

仕
事
の
楽
し
さ
厳
し
さ
学
ぶ

嘉
島
中
２
年
生
が
職
場
体
験

元
熊
大
教
授
の
藤
井
さ
ん

｢

見
た
目
で
人
を
判
断
し
な
い
で｣

嘉
島
中
で
道
徳
講
演
会
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掃
も
楽
に
で
き
ま
す
。

西
小
で
の
試
運
転
に
は
、
竹
田

校
長
や
施
工
業
者
な
ど
も
立
ち
会

い
、
荒
木
町
長
が
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
ま
し
た
。
１
年
生
の
ク
ラ
ス
に

も
立
ち
寄
り
、
子
ど
も
た
ち
に

｢

し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い｣

と
声
を
か
け
ま
し
た
。

上
益
城
郡
内
の

各
町
で
も
順
次
、

学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

嘉
島
町
は
早
め
に

設
置
が
完
了
し
ま

し
た
。

嘉
島
町
井
寺

の
浮
島
熊
野
座

神
社
の
例
大
祭

が
９
月
15
日
あ

り
、
地
区
の
人

た
ち
が
見
守
る

中
、
地
元
の
男

の
子
が
太
鼓
を

た
た
く

｢

井
寺

曳
廻
し
太
鼓｣

が
集
落
内
を
回

り
、
女
の
子
に

よ
る

｢

乙
女
神

楽｣

が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

曳
廻
し
太
鼓

と
乙
女
神
楽
は
、

神
社
創
建
千
年

を
記
念
し
て
平

成
13

(

２
０
０

１)

年
に
始
ま

り
、
太
鼓
は
小

嘉
島
東
・
西
小
学
校
と
嘉
島
中

学
校
の
教
室
に
空
調(
エ
ア
コ
ン)

が
設
置
さ
れ
、
10
月
か
ら
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
暑
い
時
も
寒
い
時

も
、
児
童･

生
徒
は
快
適
に
勉
強

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１

日
に
は
、
荒
木
町
長
が
３
校
を
訪

問
、
試
運
転
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

学
習
施
設
環
境
改
善
策
の
一
環

と
し
て
、
夏
休
み
中
か
ら
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
３
校
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
教
室
の
天
井
に
室
内
機

２
台
が
取
り
付
け
ら
れ
、
学
校
全

体
で
の
一
斉
操
作
も
、
各
教
室
で

の
個
別
操
作
も
そ
れ
ぞ
れ
可
能
で

す
。
室
内
機
は
天
井
に
薄
く
張
り

付
く
形
で
、
格
別
の
違
和
感
は
な

く
、
フ
ィ
ル
タ
ー
は
リ
モ
コ
ン
で

お
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
交
換
や
清

����������������������
道路脇でおはらいを受ける地区の人たち

エアコンのスイッチを入れる荒木町長

天
井
に
は
エ
ア
コ
ン
室
内
機
が
。
西
小
１
年
１
組
で
。

�
集
落
を
回
る
井
寺
曳
廻
し
太
鼓�

学
生
男
子
が
た
た
き
、
神
楽
は
５
、

６
年
生
女
子
が
舞
う
の
が
基
本
。

た
だ
、
こ
こ
数
年
子
ど
も
が
少
な

く
な
り
、
こ
の
日
は
太
鼓
の
打
ち

手
６
人
に
は
女
子
も
交
じ
り
、
神

楽
は
中
学
生
を
含
む
６
人
が
舞
い

ま
し
た
。

曳
廻
し
太
鼓
保
存
会
や
井
寺
地

区
の
役
員
、
親
子
会
、
婦
人
会
、

消
防
団
、
老
人
会
、
地
域
お
こ
し

団
体
な
ど
約
60
人
が
参
加
。
午
前

９
時
に
参
拝
し
た
後
、
の
ぼ
り
を

先
頭
に
行
灯
神
輿
、
太
鼓
な
ど
の

行
列
が
出
発
、
集
落
内
を
ゆ
っ
く

り
と
回
り
ま
し
た
。
道
路
脇
で
は
、

地
元
の
人
た
ち
が
待
ち
受
け
、
お

は
ら
い
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

神
社
で
は
乙
女
神
楽
が
奉
納
さ

れ
、
見
事
な
舞
に
み
ん
な
が
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

見
事
な
舞
の
乙
女
神
楽

�����������
浮島神社例大祭 乙女神楽も奉納
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上
益
城
地
区
商
工
会
女
性
部
連

絡
協
議
会
の
合
同
研
修
会
は
９
月

18
日
、
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

郡
内
５
町
か
ら
約
60
人
が
参
加
。

午
前
中
は
高
橋
酒
造
お
客
様
創
造

本
部
の
久
保
田
一
博
本
部
長
が

｢

売
れ
な
い
苦
労
を
知
る
〜
い
ま

こ
そ
感
性
は
力｣

と
題
し
て
講
演
。

地
元
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
も
、
消

費
者
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
学

び
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
す
工

夫
や
苦
労
を
語
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
町
民
体
育
館
で
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
日
本
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
熊
本
県
支
部
の
田
中

和
惠
事
務
局
長
か
ら
、｢

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
１
歩｣

を
学

び
ま
し
た
。

嘉
島
町
建
設
業
安
全
協
力
会

(

福
原
弘
次
会
長)

は
９
月
20
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し

て
、
町
内
の
道
路
わ
き
に
生
い
茂
っ

た
雑
草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

12
社
か
ら
13
人
が
参
加
。
草
刈

り
機
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
役
場
前

で
出
発
式
を
し
た
後
、
約
２
時
間

を
か
け
て
、
浮
島
神
社
北
側
の
町

道
や
高
田
地
区
の
里
道
な
ど
で
、

道
路
に
は
み
出
た
り
、
見
通
し
を

悪
く
し
た
り
し
て
い
る
雑
草
を
取

り
除
き
ま
し
た
。

同
協
力
会
は
今
後
も
、
年
２
回

程
度
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
主
催
の
嘉
島
町
長
杯
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
は
８
月
25
日
、

町
民
体
育
館
で
開
催
、
郡
内
か
ら

の
招
待
チ
ー
ム
を
含
む
39
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
青
年
の
部

(

年
齢
制
限
な
し)

優

勝

高
級
ク
ラ
ブ
Ｂ

準
優
勝

高
級
ク
ラ
ブ
Ａ

３

位

レ
・
デ
・
モ

敢
闘
賞

リ
ジ
ュ
ー
ム

◆
壮
年
の
部

(

50
歳
以
上)

優

勝

横
田

準
優
勝

※
ス
ト
ー
ン
ズ
５

３

位

山
都
Ａ

敢
闘
賞

山
都
Ｃ

※
は
町
内
チ
ー
ム

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
で
は
今
後
も
参
加
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協

会
事
務
局

矢
野

�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
３
５－
６
５
５
６

E
-m
ail
kashim

a.bbva@
gm
ail.com

第
33
回
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
８
月
19
日
に
開
幕
、
11

日
間
に
わ
た
っ
て
参
加
11
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
が
優
勝
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
８
月
29
日
、
町
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
と
鯰
ク
ラ
ブ
が
激
突
。
立
ち

上
が
り
か
ら
守
備
の
ミ
ス
が
で
た

鯰
ク
ラ
ブ
と
ミ
ス
を
見
逃
さ
な
い

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
。
中
盤
以
降
は
拮

抗
し
た
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
ま
し

た
が
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
中
川
投

手
の
熟
練
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
が

光
り
、
12
対
４
で
鯰
ク
ラ
ブ
を
退

け
ま
し
た
。

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
８
月
24
日
、
町
民

体
育
館
で
開
か
れ
、
各
支
部
か
ら

選
抜
さ
れ
た
８
チ
ー
ム
、
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
２
試
合
ず
つ
の
リ
ー

グ
戦
で
勝
ち
残
っ
た
上
仲
間
、
鯰
、

上
島
、
井
寺
の
４
チ
ー
ム
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
結
果
は
、

優
勝

上
仲
間

２
位

鯰

３
位

上
島

と
な
り
ま
し
た
。

上
仲
間
、
鯰
の
両
チ
ー
ム
は
、

９
月
16
日
に
益
城
町
で
開
か
れ
た

郡
大
会
に
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た

が
、
上
位
進
出
は
逃
し
ま
し
た
。

商工会女性部の合同研修会

優勝したプレジデント

道
路
の
草
刈
り
作
業

優勝した上仲間チーム

�����������上
益
城
地
区
商
工
会

女
性
部
連
絡
協
議
会 ����������嘉

島
町
建
設
業

安
全
協
力
会 ����������嘉
島
町
長
杯
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会���������第

33
回
町
長
旗
争
奪

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

嘉
島
町
地
域
婦
人
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

��������
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【
町
公
民
館
図
書
室
・
お
話
会
】

毎
月
第
２
、
４
水
曜
日
の
午
後
４
時
か
ら
。

誰
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
学
生
や
幼

児
が
多
く
、
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の

お
話
や
、
時
に
は
町
の
英
語
指
導
助
手
ア
リ
ス
・

タ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
よ
る
英
語
の
本
の
読
み
聞
か

せ
も
あ
り
ま
す
。

○
お
す
す
め
本

◇
幼
児

｢

ぼ
く
の
お
ふ
ろ｣

(

新
着)

作
・
絵

鈴
木
の
り
た
け

｢

く
も
り
の
ち
は
れ｣

(

新
着)

作
・
絵

さ
と
う
わ
き
こ

｢

パ
パ
お
月
さ
ま
と
っ
て
！｣

(

し
か
け
絵
本)

作
・
絵

エ
リ
ッ
ク
カ
ー
ル

◇
小
学
生

｢

わ
ん
ぱ
く
だ
ん
の
ま
ほ
う
の
じ
ゅ

う
た
ん｣

(

新
着)

作
・
ゆ
き
の
ゆ
み
こ
、

上
野
与
志

絵
・
末
崎
茂
樹

｢

ス
ミ
ス
先
生
と
お
ば
け
図
書
館｣

作
・
絵

マ
イ
ケ
ル
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

｢

ざ
ぼ
ん
じ
い
さ
ん
の
か
き
の
き｣

作
・
す
と
う
あ
さ
え

絵
・
織
茂
恭
子 時には英語の本の読み聞かせも

【
嘉
島
東
小
・
ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
】

毎
月
２
回
、
保
護
者
を
中
心
に
各
ク
ラ
ス
で

朝
15
分
程
度
。
担
当
者
の
や
り
く
り
が
た
い
へ

ん
と
の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
各
学
年

と
も
熱
心
に
聞
き
入
り
、
読
み
聞
か
せ
後
の
感

想
発
表
も
積
極
的
で
す
。

○
お
す
す
め
本

◇
低
学
年

｢

し
ゅ
く
だ
い｣作

・
い
も
と
よ
う
こ

｢

わ
が
は
い
は
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う｣

作
・
富
安
陽
子

絵
・
飯
野
知
好

｢

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ｣

(

シ
リ
ー
ズ)作

・
原
ゆ
た
か

◇
高
学
年

｢

狂
言
え
ほ
ん

う
そ
な
き｣

作
・
内
田
麟
太
郎

絵
・
マ
リ
ス
ラ

｢

落
語
絵
本

め
ぐ
ろ
の
さ
ん
ま｣

作
・
川
端
誠

｢

少
女
海
賊
ユ
ー
リ｣

(

シ
リ
ー
ズ)

作
・
み
お
ち
づ
る

絵
・
永
盛
綾
子楽しそうに聞き入る子どもたち

【
嘉
島
西
小
・
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
】

毎
月
第
１
、
第
３
火
曜
日
は
低
学
年
、
第
２
、

４
火
曜
日
は
高
学
年
の
ク
ラ
ス
で
朝
の
自
習
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
が
15
分
程
度
。
年
１

回
は
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
制
作
、
上
演
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
熱
心
さ
や
積
極
性
は
東

小
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
お
す
す
め
本

◇
低
学
年

｢

へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル｣

作
・
絵

あ
き
や
ま
た
だ
し

｢

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な｣

作
・
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ

ス
タ
ー

絵
・
谷
川
俊
太
郎

｢

お
こ
だ
て
ま
せ
ん
よ
う
に｣

作
・
く
す
の
き
し
げ
の
り

絵
・
石
井
聖
岳

◇
高
学
年

｢

ま
く
ら
の
せ
ん
に
ん
―
そ
こ
の

あ
な
た
の
巻｣

作
・
絵

か
が
く
い
ひ
ろ
し

｢

コ
ッ
ク
の
ぼ
う
し
は
知
っ
て
い
る｣

作
・
絵

シ
ゲ
タ
サ
ヤ
カ

｢

シ
ニ
ガ
ミ
さ
ん｣

作
・
絵

宮
西
達
也 話に聞き入る子どもたちの表情は真剣そのもの

秋は読書の季節｡ 嘉島町公民館図書室と嘉島東・
西小では､ 毎月毎週､ 読み聞かせの時間が設けら
れています｡ それぞれの活動の様子と､ ｢ぜひ読ん
でほしい｣ というおすすめの本を紹介します｡

本は､ ｢面白くて楽しい｣ を基準に選んでもらい
ました｡
このほかにもいっぱいあります｡ 本を読んで､

知らない新しい世界をのぞいてみませんか？

����������������������
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嘉
島
町
教
育
委
員
会
は
９
月
12

日
、
平
成
25
年
度

｢

明
る
い
あ
い

さ
つ
・
思
い
や
り
の
心｣

作
品
審

査
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
は
嘉
島
中

１
年
の
福
岡
直
人
君
、
標
語
は
嘉

島
東
小
３
年
の
村
上
大
耀
君
の
作

品
を
最
優
秀
に
選
び
ま
し
た
。

入
選

嘉
島
中

内
田

紫
織

○
小
６

特
選

嘉
島
東
小

東
田

愛
美

入
選

嘉
島
西
小

藤�
美
舞

入
選

嘉
島
東
小

廣
川

由

入
選

嘉
島
西
小

中
村

友
大

入
選

嘉
島
西
小

松
井
日
菜
子��������������������������������������������������������������

【
ポ
ス
タ
ー
】
○
中
１

最
優
秀
・
特
選

嘉
島
中

福
岡

直
人

○
小
５

特
選

嘉
島
西
小

佐
藤
莉
々
花

入
選

嘉
島
中

鋤
野

未
来

｢
明
る
い
あ
い
さ
つ
・
思
い
や
り
の
心｣

最
優
秀
・
特
選
・
入
選
作
決
ま
る

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
８

月
、
町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

嘉
島
東
・
西
小
と
嘉
島
中
の
児
童
・

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
校
か

ら
一
人
ず
つ
、
感
想
文
を
寄
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

康

寿

苑

嘉
島
東
小
学
校
４
年

中
冨

遥
香

今
日
は
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
先
生
と
い
っ

し
ょ
に
康
寿
苑
に
行
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ま
ず

康
寿
苑
を
見
学
し
ま
し
た
。
み
て

み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
つ
目
み
つ
け

た
工
夫
は
、
ト
イ
レ
の
せ
ん
め
ん

き
が
少
し
低
か
っ
た
こ
と
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
車
い
す
の
人

が
手
を
あ
ら
う
と
き
に
高
か
っ
た

ら
、
手
が
と
ど
か
ず
に
あ
ら
い
に

く
い
か
ら
で
す
。
二
つ
目
の
工
夫

は
、
ト
イ
レ
の
カ
ガ
ミ
が
少
し
な

な
め
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か

と
ゆ
う
と
、
車
い
す
の
人
が
う
し

ろ
を
見
て
、
人
が
い
な
い
か
、
か

く
に
ん
で
き
る
か
ら
で
す
。

次
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
へ
や
を
見
て
み
る
と
、

ベ
ッ
ド
の
と
な
り
に
ボ
タ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ボ
タ
ン
は
、
じ

む
の
人
に
、
つ
な
が
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
時
に
使
う

か
と
ゆ
う
と
、
気
分
が
悪
く
な
っ

た
り
し
た
と
き
に
、
そ
の
ボ
タ
ン

を
お
し
て
じ
む
の
人
に
、
つ
た
え

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

次
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
た
く
さ
ん
い
る
ホ
ー
ル
で
、

校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ

う
し
て
あ
ま
り
声
が
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ

い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
は
く
し
ゅ
を

し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
次
に
は
車
い
す
た
い
け

ん
と
リ
フ
ト
車
の
た
い
け
ん
を
し

ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
車
い
す
に
の
っ

て
動
く
時
に
は
ぜ
っ
た
い
に
声
を

か
け
て
い
ど
う
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
リ
フ

ト
車
の
た
い
け
ん
は
、
動
く
か
ら

ち
ょ
っ
と
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

次
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
る
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。
食
べ
た
後
し

つ
も
ん
を
し
ま
し
た
。
わ
た
し
が

一
番
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
最
高

年
齢
１
０
４
歳
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
で
す
。

今
日
は
体
け
ん
が
で
き
た
と
思

い
ま
し
た
。
わ
た
し
の
ゆ
め
は
、

康
寿
苑
の
よ
う
な
し
せ
つ
で
は
た

ら
く
こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と

い
っ
ぱ
い
勉
強
を
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て

嘉
島
西
小
学
校
六
年

山
口

拓
馬

ぼ
く
が
悠
優
か
し
ま
を
見
学
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
し
せ
つ
の
み

な
さ
ん
が
す
ご
く
や
さ
し
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
の
ふ
れ

あ
い
あ
そ
び
の
時
は
き
ん
ち
ょ
う

し
て
い
た
け
れ
ど
、
や
さ
し
い
声

か
け
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

す
ご
く
気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

車
い
す
の
体
験
も
し
ま
し
た
。

車
い
す
に
乗
っ
て
い
て
ス
ピ
ー
ド

が
速
か
っ
た
り
、
急
に
動
き
だ
し

た
ら
こ
わ
か
っ
た
の
で
、
乗
っ
て

い
る
人
に
声
か
け
を
し
て
あ
げ
た

�������������������������嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
感
想
文
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�������������������
こ
ん
に
ち
は

と
も
だ
ち
に
な
る

あ
い
こ
と
ば

入
選

嘉
島
西
小

久
野

結
生

あ
い
さ
つ
で

こ
こ
ろ
の
で
ん
き

つ
け
よ
う
ね

入
選

嘉
島
西
小

掛
須

悠
由

【
標
語
】
○
小
３

最
優
秀
・
特
選

嘉
島
東
小

村
上

大
耀

○
小
１

������������
�����特

選

嘉
島
西
小

松
本

大
貴

ご
め
ん
な
さ
い

い
え
た
ら
す
ぐ

に

な
か
な
お
り

入
選

嘉
島
西
小

森
井

花
純

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

と
も
だ
ち
だ

か
ら

き
に
な
る
よ

入
選

嘉
島
東
小

森
下
な
な
こ

○
小
２

������������
�����特

選

嘉
島
東
小

宮
尾

萌
花

お
手
伝
い

み
ん
な
よ
ろ
こ
ぶ

か
お
見
た
い

入
選

嘉
島
西
小

西
澤
か
ん
な

お
は
よ
う
は

元
気
に
な
れ
る

あ
い
こ
と
ば

入
選

嘉
島
西
小

今
井

蒼
太

○
小
４

�����������
�����特

選

嘉
島
西
小

西
嶋

千
桜

ご
め
ん
ね
と

あ
や
ま
り
す
ぐ
に

仲
な
お
り

入
選

嘉
島
西
小

網
田

真
弥

こ
ん
に
ち
は

そ
の
ひ
と
こ
と
で

う
れ
し
い
よ

入
選

嘉
島
東
小

小
林

鈴
音

○
中
２

�����������
����特

選

嘉
島
中

清
田

航
平

大
丈
夫
？

そ
の
一
言
で

救
わ

れ
る

入
選

嘉
島
中

甲
斐

亮
宏

お
は
よ
う
で

ど
ん
ど
ん
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
く

入
選

嘉
島
中

松
井

風
吹

○
中
３

������������������特
選

嘉
島
中

西
川

公
乃

笑
顔
が
ね

あ
ふ
れ
る
魔
法

｢

あ
り
が
と
う｣

入
選

嘉
島
中

宮
村

奈
未

あ
い
さ
つ
は

世
界
共
通

基
本

の
こ
と
ば

入
選

嘉
島
中

園
田

晴
奈

ら
い
い
ん
だ
な
と
、
分
か
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
入
居
者
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
食
事
を
取
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、

名
前
は
な
ん
て
い
う
の
と
か
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
話
の
中
で
、
同
じ
こ
と
を
何
回

も
聞
い
て
く
る
人
が
い
ま
し
た
が
、

き
ち
ん
と
答
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
を
体
験
し
て
、
お
年
寄
り
に
も
っ

と
親
切
に
し
よ
う
と
、
思
い
ま
し

た
。ワ

ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て

嘉
島
中
学
校
２
年上

田

健
揮

自
分
は
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
、

今
回
が
初
め
て
で
し
た
。
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
話
が
合
う

か
ど
う
か
と
か
、
受
け
答
え
が
で

き
る
か
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
心
配

を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
行
っ
た

悠
優
か
し
ま
も
初
め
て
で
し
た
。

施
設
内
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
気

持
よ
か
っ
た
で
す
。
最
初
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
や
悠
優
か
し

ま
施
設
長
の
方
か
ら
の
あ
い
さ
つ

で
し
た
。
お
二
人
は
と
て
も
優
し

く
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
方
々
も
と
て
も
優
し
い

方
々
だ
っ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

そ
し
て
諸
注
意
を
終
え
て
次
は
、

施
設
見
学
で
し
た
。
施
設
見
学
で

と
て
も
驚
い
た
の
は
、
館
内
で
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
て
、

｢

水
の
郷｣

、｢

浮
島｣

、｢

湧
水｣

の
三
つ
で
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ

に
特
徴
が
あ
っ
て
、
照
明
と
か
雰

囲
気
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
工
夫
が
こ
ら
し
て

あ
り
、
す
ご
い
な
ぁ
と
何
度
も
思
っ

て
い
ま
し
た
。
お
風
呂
も
た
だ
湯

船
が
あ
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
車

椅
子
で
も
入
れ
る
よ
う
な
機
械
が

あ
り
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
入
り
や

す
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。次

の
介
護
体
験
で
は
、
初
め
て

車
椅
子
に
乗
っ
た
り
、
押
し
た
り

し
ま
し
た
。
真
っ
す
ぐ
進
む
の
も

難
し
く
て
慣
れ
な
い
と
ダ
メ
な
ん

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
認
知
症
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
今
ま
で
何
度
も
認
知
症

と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
き
た
け
ど

ど
ん
な
病
気
か
は
よ
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
み
ん
な
に
プ
リ
ン
ト

が
配
ら
れ
て
、
分
か
り
や
す
く
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

こ
と
を
忘
れ
て
い
く
の
が
認
知
症

で
し
た
。
認
知
症
の
人
に
は
支
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
も
し

自
分
の
家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
い
か
し
て
、
自
分
な
り
に

支
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
タ
オ
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
で
は
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
婆
さ

ん
そ
し
て
施
設
の
方
々
も
ノ
リ
ノ

リ
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
く

ゲ
ー
ム
を
で
き
ま
し
た
。
自
分
の

タ
オ
ル
が
カ
ゴ
に
入
っ
た
と
き
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
み
ん
な
が
手
を
た
た
い
て
喜

ん
で
く
れ
て
い
た
の
で
そ
れ
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
と
の
食
事
で
は
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
い
ざ
行
っ

て
み
る
と
、
み
な
さ
ん
と
て
も
優

し
く
て
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

く
だ
さ
っ
た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
昼
ご
は
ん
の
時
間

が
と
て
も
楽
し
く
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
は
今
回
の
経
験
を
い
か
し

て
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
人
達
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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浄化槽の法定検査を受けていただくことの重要性について､ 広報かしま７月号でお知らせしまし
た｡ 法定検査に関して町民の皆様からご意見やご質問が寄せられましたので､ お答えいたします｡

Ｑ 毎月のように点検に来られて清掃もしているんですが､ 法定検査をする必要があるんですか？
Ａ 地元の業者さん等が行なっている保守点検は､ 浄化槽の機能を正常に保つために行われるも
ので､ 特に､ 消毒剤の補充や機器等のメンテナンスや汚泥調整等を行います｡
法定検査は､ そのように維持管理された浄化槽から排水される放流水の現場での水質検査や

ＢＯＤ検査等になります｡ (浄化槽法で義務付けられています)

Ｑ ＢＯＤ検査とはどういうものですか？
Ａ 浄化槽から排出される放流水に水質の基準が設けられています｡
みなし浄化槽 (単独浄化槽) だと90㎎/�以下､ 合併浄化槽だと20㎎/�以下となっており､ 各
家庭から排水されている放流水がその基準どおりになっているかを調べるものです｡
☆ＢＯＤ (生物化学的酸素要求量) とは水の汚れを数値化して分かりやすくしたものです｡

Ｑ 法定検査料金は高くないですか？ また､ これから毎年検査を受けなければならないんです
か？
Ａ 法定検査は毎年１回受けなければならないとされています｡
検査員が各家庭を訪問し､ 現地での検査を行い､ また､ 浄化槽の放流水を500㏄持ち帰って､

５日間かけて分析をするＢＯＤ検査という水質検査も含まれています｡
ちなみに10人槽以下の全国の検査料金の平均は5,000円を上回っています｡
(熊本県は単独処理浄化槽が3,200円､ 合併処理浄化槽が3,800円となっています｡)

Ｑ 私は一人世帯ですが､ 浄化槽は７人槽がついています｡ 使用頻度が少ないため､ 法定検査は
毎年受ける必要があるんですか？
Ａ 浄化槽の大きさは (人槽は) 家の用途や床面積などで決まりますので､ 家が大きくなれば､
浄化槽も大きくなります｡ 使用の頻度に関係なく受検して頂かなくてはいけません｡

★浄化槽の設置者 (管理者) は浄化槽法 (昭和58年度 法律第43号) により法定検査 (水質に関
する検査) が義務付けられています｡

嘉島町は生活用水のほとんど全てを地下水でまかなっています｡
その大切な地下水の水質の保全及び公衆衛生上の観点から､ 浄化槽の適正な維持管理､ 清掃､
法定検査は不可欠です｡ 皆様のご理解とご協力をお願いします｡

【お問い合わせ先】 役場建設課環境係 ���������

浄 化 槽 Ｑ ＆ Ａ ～浄化槽をお使いの皆様へ～

�����������������収
穫
し
た
米
麦
を
乾
燥
処
理
す

る
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
施
設
で

す
。
上
仲
間
と
上
六
嘉
に
、
昭
和

57
、
58
年
度
に
相
次
い
で
竣
工
し

ま
し
た
。
町
内
の
農
家
は
４
０
０

戸
余
り
。
嘉
島
町
の
平
成
23
年
産

米
の
10
㌃
当
た
り
収
量
は
５
５
９

㌔
と
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

浮
島
熊
野
座
神
社
の
創
設
者
を

祀
り
、
井
寺
の
水
田
の
中
に
あ
り

ま
す
。
こ
ん
も
り
と
し
た
森
全
体

が
ご
神
体
。
い
ぼ
ん
三
郎
と
も
言

い
、
い
ぼ
取
り
に
効
能
あ
り
と
さ

れ
、
今
も
参
る
人
が
い
ま
す
。
お

礼
に
は
、
炒
っ
た
大
豆
を
歳
の
数

だ
け
お
供
え
す
る
と
の
こ
と
。

��������
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※インフルエンザ予防接種委託医療機関

医療機関名 住 所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島2491 237-0003

たなか内科眼科 鯰1898-3 235-7235

香田整形外科 北甘木2018 237-2811

よしむら内科･循環器科 上島2299-1 235-7773

さかた耳鼻咽喉科 鯰1834-1 237-4133

西村病院 北甘木2085 237-1551

�
インフルエンザ予防接種

インフルエンザは空気中にいるインフルエンザウイルスを吸い込
むことにより発病し､ 鼻水､ くしゃみ､ 咳などの風邪の症状だけで
なく高熱や頭痛・関節痛等を起こす全身感染症です｡ ひどくなると
肺炎や脳炎を併発して重症化し､ 死亡する例も多くなっています｡
インフルエンザ予防のためには体力をつけておく､ うがい・手洗

いをするなどの予防対策と予防接種を受けておくことが大切です｡
予防接種はかかりつけの病院等において任意で受けることができ

ます (医療機関により料金が異なります) が､ 以下の要件に該当さ
れる方は町の一部助成で接種できますのでお知らせします｡

１､ 対象者 (予防接種法で定める者)

１) 65歳以上の嘉島町に住民票を有する方

２) 60歳以上65歳未満の嘉島町に住民票を有する方

のうち､ 心臓・じん臓・呼吸器の機能又はヒト

免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害をも

つとして厚生労働省令で定める方 (医師の証明

または身体障害者手帳１級所持者)

※年齢については､ 接種時点での年齢とする｡

２､ インフルエンザ予防接種の受け方

１) 右記の医療機関に電話で予防接種の予約をする｡

２) 医療機関から指定された日に予防接種を受けに

行く｡ ※年齢､ 住所が確認できる書類 (保険証

等) を持参してください｡

３) 医療機関に直接代金を支払う｡

４) 接種後は､ ｢予防接種済証｣ を受け取る｡

※済証は､ 大切に保管してください｡

※個人負担金 １回2,000円

通常の接種料金は１回4,000円程度です｡

３､ 実施期間

平成25年10月21日(月)～平成26年１月31日(金)

４､ 注意事項

１) ワクチン内に卵が含まれますので､ 卵アレルギー

のある方は医師にご相談ください｡

２) 予防接種には､ 副反応として色々な反応が出る

ことがありますので､ 受診中の方は主治医と相

談してから受けてください｡

３) 予診票は指定医療機関に備え付けてありますが､

記入の際は説明を十分読んで理解の上､ 受けて

ください｡

４) 予防接種の回数は､ １回です｡

＜インフルエンザと普通のかぜのちがい＞
普通のかぜは､ 症状としては喉が痛む､ 鼻がムズ

ムズする､ 水様の鼻汁がでる､ くしゃみ､ 咳が中心

で全身症状はあまりみられません｡ 発熱もインフル

エンザほど高くなく､ 重症化することはめったにあ

りません｡ 一方､ インフルエンザにかかると39℃以

上の発熱､ 頭痛､ 関節痛､ 筋肉痛など全身の症状が

強く､ あわせてのどの痛み､ 鼻汁などの症状もみら

れます｡ さらに､ 気管支炎､ 肺炎などを併発し重症

化することが多いのもインフルエンザの特徴です｡

また､ インフルエンザは流行が爆発的に始まり､ 短

期間に乳幼児から高齢者まで膨大な人を巻き込むと

いう点で普通のかぜとははっきり区別されます｡

＜インフルエンザにかからないためには＞
インフルエンザが流行してきたら､ 人ごみを避け

ましょう｡ 特に､ 高齢者や慢性疾患を持っている人

は人ごみや繁華街への外出を控えましょう｡ 疲れて

いるときや睡眠不足のときに外出すると､ インフル

エンザに非常に感染しやすくなります｡ インフルエ

ンザウィルスは湿気に弱いので､ 室内では加湿器な

どを使って適度の湿度を保ちましょう｡ 常日頃から

バランスよく栄養を摂ることも大切です｡ また､ 外

出時のマスクや帰宅後のうがい・手洗いは､ かぜの

予防とあわせてお勧めします｡

【お問い合わせ先】役場町民課 �237-2574



熊
本
県
の
結
核
患
者
の
発
生
は
、
長

期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
は
、
前
年
に
比
べ
22
人
増
加

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
70
歳
以
上
の

患
者
が
約
74
％
を
占
め
て
お
り
、
他
県

よ
り
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

罹
患
率

(

人
口
10
万
人
あ
た
り
の
新

登
録
患
者
数)

は
長
い
間
、
全
国
平
均

よ
り
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
は
全
国
よ
り
0.5
ポ
イ
ン

ト
高
く
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
23
年
新
登
録
患
者
数(

罹
患
率)

全
国

２
２
、６
８
１
人(

17
・
７
％)

熊
本
県

３
２
９
人(

18
・
２
％)

◆
平
成
23
年
末
現
在
登
録
患
者
数

全
国

５
５
、
１
９
６
人

熊
本
県

７
７
０
人

※
い
ず
れ
も
平
成
23
年
12
月
末
現
在

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
重

症
化
や
周
囲
へ
の
感
染
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
へ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
長
引
く
咳

(

２
週
間
以
上)

・
長
引
く
微
熱

・
タ
ン
が
で
る

・
長
引
く
倦
怠
感

(

体
が
だ
る
く
、

活
力
が
で
な
い)

・
胸
痛

・
体
重
減
少

結
核
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
へ
、

熊
本
県
結
核
対
策
推
進
会
議
か
ら
の
お

願
い
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

○
日
時

10
月
27
日

(

日)

９
時
〜
16
時

○
場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

イ
オ
ン
店
内
１
Ｆ
催
事
場

ご
来
場
の
方
全
員
に
歯
ブ
ラ
シ
、
歯

磨
き
粉
、
風
船
、
お
も
ち
ゃ
等
、
多
数

の
景
品
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

引
換
券
は
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
会

員
の
歯
科
医
院
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
引
換
券
も
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

ご
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

家
族
の
方
に
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
頂
き
、
ま
た
、
介
護
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
在
宅
介
護
者

の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

11
月
５
日

(

火)

10
時
出
発

16
時
解
散

○
場
所

未
定

○
参
加
対
象
者
及
び
人
数

家
庭
で
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方

10
名
程
度

○
参
加
費

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

○
申
込
締
切

10
月
28
日

(

月)

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１

い
ま
、
日
本
で
は
３
人
に
１
人
が

｢

が
ん｣

で
な
く
な
っ
て
お
り
、
熊
本

県
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、
死
因
の

第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
は
、
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
熊
本
県
で
約

30
％
と
い
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
の
理
解
と
が
ん
検
診
受
診
啓
発
を

目
的
に
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

10
月
27
日

(

日)

14
時
〜
16
時

(

13
時
半
開
場)

○
場
所

甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
内
容

講
演

｢

が
ん
で
は
死
ん
じ
ゃ
な
ら
な

い｣

〜
予
防
が
第
一
〜

○
講
師

日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
名
誉
所
長

小
山
和
作
先
生

○
参
加
費

無
料

※
そ
の
他
、
ロ
ビ
ー
で
は

｢

が
ん
サ
ロ

ン｣

の
紹
介
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
御
船
保
健
所

�
２
８
２－

０
０
１
６
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在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

結
核
は
ま
だ
主
要
の
感
染
症
で
す

〜
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

健

康

笑
顔
ヘ
ル
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

無
料
歯
科
健
診
・
相
談

上
益
城
地
域
が
ん
講
演
会
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嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
建
設

課
環
境
係
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

水
質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し

て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ

れ
ま
す
。
検
査
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

３
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満

切
り
捨
て)

。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

○
日
時

11
月
21
日

(

木)

10
時
〜
12
時
半

○
会
場

鯰
公
民
館

○
内
容

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

親
子
で
体
操
・
ゲ
ー
ム

簡
単
リ
ー
ス
作
り

○
講
師

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
ス
タ
ッ
フ

○
参
加
費

一
家
族

３
０
０
円

○
定
員

先
着
８
家
族

○
申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

申
込
の
際
に
参
加
者
の
住
所
、
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

を
お
知
ら
せ
又
は
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限

11
月
５
日

(

火)

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

鷹
木

電
話･

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７－

１
３
４
７

平
成
25
年
６
月
分
〜
９
月
分
の
児
童

手
当
は
、
10
月
10
日

(

木)

に
希
望
金

融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

支
給
額
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
３
歳
未
満
の
児
童

月
額
一
律
１
万
５
千
円

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

第
１
子
・
第
２
子
は
月
額
１
万
円

第
３
子
以
降
は
、
１
人
に
つ
き
月
額

１
万
５
千
円

○
中
学
生

月
額
１
万
円

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、

特
例
給
付
と
し
て
月
額
一
律
５
千
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

11
月
30
日
ま
で
の
期
間
、
嘉
島
町
交

通
安
全
母
の
会(

嘉
島
町
婦
人
会)

が
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
住
ん
で
お
ら
れ

る
世
帯
を
対
象
に
訪
問
し
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
事
業
で
、
高
齢
者
自
身
及

び
そ
の
家
族
に
直
接
面
会
し
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
て
交
通
ル
ー
ル

を
伝
え
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
の

啓
発
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課
総
務
係

�
２
３
７－

１
１
１
２

働
く
意
欲
の
あ
る
人
に
仕
事
の
相
談

や
紹
介
を
し
ま
す
。
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
・
安
定
し
た
生
活
維
持
の
た
め

に
、
あ
な
た
の
豊
富
な
知
識
・
経
験
を

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

○
開
設
日

毎
週
月･

水･

金
曜
日
の
10
時
〜
16
時

※
祝
祭
日

(

振
替
休
日)

を
除
く

○
申
込
方
法

必
ず
本
人
が
来
所
さ
れ
て
、
所
定
の

児
童
手
当(

10
月
期)

の
振
り
込
み

高
齢
者
世
帯
訪
問

〜
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
指
導
〜

高
齢
者

子
育
て

第
２
回
親
子
教
室

高
齢
者
の
た
め
の
就
職
相
談

飲
料
水
の
水
質
検
査
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求
職
票
に
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
希
望
の
仕
事
が
あ
っ
た
場
合
は
、

求
人
事
業
所
と
面
接
日
時
な
ど
打
ち
合

わ
せ
し
て
紹
介
し
ま
す
。
履
歴
書
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

(

上
益
城
地
域
振
興
局
福
祉
課
内)

�
２
８
２－
６
７
７
６

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

｢

社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書｣

が
本
年
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書(

又
は
領
収
証
書)

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

｢
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書｣

に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

(

平
成
25
年
11
月
１
日
〜

平
成
26
年
３
月
14
日)

�
０
５
７
０－

０
７
０－

１
１
７

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま
る

電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合
は

�
０
３－

６
７
０
０－

１
１
３
０

交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
の
未
来
を

守
る
自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
24
年
の

事
故
発
生
件
数
は
約
67
万
件
、
死
傷
者

数
は
約
83
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交

通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

自
動
車
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責

任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る

制
度
で
す
。

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制

度
の
役
割
・
重
要
性
や
、
保
険
金
・
共

済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分

に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自

動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償

を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り

(

自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法)

、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
、

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
㏄
以
下
の
バ

イ
ク

(

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自

動
車)

は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘

れ
に
ご
注
意
を
！

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

http://w
w
w
.jibai.jp

で
。

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

10
月
23
日

(

水)

弁
護
士

11
月
27
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
員

(

原
則
４
名)

に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間

13
時
半
〜
15
時
半

(

１
人
30
分
以
内)

無
保
険(

無
共
済)

で
の
運
行
は

犯
罪
で
す
！

心
配
ご
と
相
談

相

談

｢

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書｣

が
発
行
さ
れ
ま
す

保

険
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【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１

○
期
日
・
場
所

・
11
月
７
日

(

木)

玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
11
月
８
日

(

金)

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
11
月
19
日

(

火)

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

・
11
月
21
日

(

木)

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
11
月
27
日

(

水)

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

○
時
間

13
時
〜
16
時

○
対
象
者

保
育
資
格
を
有
す
る
人

○
内
容

講
義
、
保
育
士
体
験
談
等

【
お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
保
育
協
会

�
３
２
２－

０
０
３
８

◆
推
薦

○
資
格

男
子
で
中
卒(

見
込
み
含)

17

歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
活
動

等
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
者

○
受
付
期
間

11
月
１
日(

金)

〜
12
月
６
日(

金)

○
試
験
期
日

１
月
11
日(

土)

〜
13
日(

月)

の
い
ず

れ
か
１
日

○
合
格
発
表

１
月
17
日(

金)
○
入(
校)

隊

平
成
26
年
４
月
上
旬

◆
一
般

○
資
格

男
子
で
中
卒

(

見
込
み
含)

17
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

11
月
１
日(

金)
〜
１
月
10
日(

金)

○
試
験
期
日

１
次：

１
月
18
日(

土)

２
次：

２
月
１
日(

土)

〜
４
日(
火)

○
合
格
発
表

１
次：

１
月
27
日(

月)

最
終：

２
月
21
日(

金)

○
入(

校)

隊

平
成
26
年
４
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

�
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

○
募
集
対
象

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

○
募
集
要
件

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
な
ど
全
９
項
目
の
中
か
ら
取
り

組
む
項
目
を
選
び
実
施
す
る
こ
と

○
募
集
期
間

10
月
31
日
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

�
３
３
３－

２
２
５
２

秋
の
催
事
と
し
て
、
県
下
に
そ
の
名

を
轟
か
せ
る
六
嘉
の
獅
子
舞
と
六
嘉
神

社
例
大
祭
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

○
例
大
祭

10
月
17
日

(

木)

10
時
〜

○
獅
子
舞
奉
納

10
月
19
日

(

土)

16
時
頃
〜

漆
黒
の
秋
の
夜
空
に
舞
う
獅
子
の
舞

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
と
消
防
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
深
め
る
た
め
、

今
年
も
上
益
城

『

消
防
フ
ェ
ア
２
０
１

３』

を
開
催
し
ま
す
。
大
人
も
子
供
も

楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

〝

く
ま
モ
ン〟

も
登
場
予
定
で
す
。

○
期
日

10
月
19
日

(

土)

10
時
〜
14
時

※
雨
天
決
行

○
場
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
特
設
会
場

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
緊
急
救
助
訓
練

(

救
助
隊
と
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
の
合
同
訓
練)

・
緊
急
法
の
実
演
と
指
導(

人
形
を
使
っ

て
行
う
実
際
の
救
助
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操

作)

・
健
康
相
談
・
体
力
測
定

(

保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談)

・
消
防
車
両
展
示

(

消
防
車
や
救
急
車

に
実
際
に
乗
っ
て
み
よ
う)

・
ミ
ニ
消
防
車
試
乗

(

ミ
ニ
消
防
車
に

消
防
服
を
着
て
乗
ろ
う)

・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー

(

火
災
の
時
の
煙

の
怖
さ
を
実
際
に
体
験)

・
消
火
器
体
験
コ
ー
ナ
ー

(

水
消
火
器

で
標
的
倒
し
に
挑
戦)

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
及
び
防
炎
物
品

上
益
城｢

消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
３｣

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
の
募
集

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

六
嘉
神
社
例
大
祭

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

潜
在
保
育
士
の
保
育
所
就
職
を

支
援
し
ま
す
！

〜
就
職
支
援
研
修
会
〜

就
職
・
募
集
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展
示

(

最
新
の
防
炎
機
器
展
示
・
相

談)
・
消
防
の
絵
画
展

(

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

園
児
が
描
い
た
約
２
７
０
点)

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー(

先
着
２
０
０
名)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課

警
防
係

�
２
８
２－

１
９
６
９

○
日
時

11
月
９
日

(

土)

９
時
半
〜
12
時

○
場
所

益
城
町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

○
入
場
料

無
料

○
内
容

・
活
動
報
告
〜
四
賢
婦
人
か
ら
学
ぶ
、

男
女
が
共
に
参
加
す
る
地
域
づ
く
り

の
大
切
さ
〜

・
寸
劇

｢

矢
嶋
楫
子
物
語

(

仮)｣

＝

益
城
町
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

・
映
画
上
映

｢

生
ま
れ
る｣

○
会
場
展
示

・
四
賢
婦
人
資
料

・
益
城
町
男
女
共
同
参
画
川
柳
展

・
５
町
の
家
事
男
、
イ
ク
メ
ン
等
の
写

真
展

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
家
族
、

お
友
達
な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。
対
象
は
１
歳

〜
就
学
前
。
益
城
町
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
へ
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
主
催
】
上
益
城
地
域
男
女
共
同
参
画

連
絡
会
議

【
共
催
】
上
益
城
地
域
振
興
局
・
益
城

町
・
御
船
町
・
嘉
島
町
・
甲
佐
町
・
山

都
町

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

益
城
町
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�
２
８
６－

６
６
６
５

上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

�
２
８
２－

３
０
４
４

○
日
時

11
月
２
日(
土)

・
３
日(

日)

10
時
〜
17
時

○
場
所

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

○
入
場
料

無
料

(

材
料
代
が
必
要
な

場
合
あ
り)

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
や
熟
練
技
能

士
に
よ
る
製
作
実
演
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

熊
本
の
名
工
た
ち
の
技
や
、
も
の
づ
く

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

(

社)

熊
本
県
技
能
士
会
連
合
会

�
３
８
９－

１
６
１
１

熊
本
県
産
業
人
材
育
成
課

�
３
３
３－

２
３
４
２

県
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
先

進
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

先
頃
開
設
さ
れ
た

｢

県
民
節
電
所
サ

イ
ト｣

の
節
電
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な

取
り
組
み
を
さ
れ
た
方
の
表
彰
も
行
い

ま
す
。
入
場
無
料
。
く
ま
モ
ン
も
出
場
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

10
月
24
日

(

木)

13
時
半
〜
16
時
40
分

○
場
所

熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室

○
定
員

４
０
０
名

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

�
３
３
３－

２
３
２
０

犬
に
つ
い
て
も
っ
と
知
識
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
飼
育
者
と
犬
が
よ
り
快
適

な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
日
時

10
月
27
日

(

日)

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所

益
城
町
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
中
央
緑
地

○
内
容

講
話
と
実
演
・
ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談

※
犬
を
同
伴
さ
せ
た
い
方
の
み
、
事
前

に
電
話
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

２
名
以
上

(

な
る
べ
く
家
族)

で
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
期
間
及
び
受
付
時
間

10
月
21
日(

月)

〜
10
月
25
日(

金)

10
時
〜
16
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
獣
医
師
会
上
益
城
郡
支
部

�
２
８
２－

０
０
６
２

①
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
し
ま
し
ょ
う

犬
を
取
得
し
た
日
か
ら
30
日
以
内

(

生
後
90
日
以
内
の
犬
を
取
得
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、
生
後
90
日
を
経

く
ま
も
と
技
能
祭

｢

ワ
ー
キ
ン
グ
・

カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
３｣

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

犬
犬
の
し
つ
け
方
教
室

男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

第
２
回
上
益
城
大
会
in
ま
し
き

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ



過
し
た
日
か
ら
30
日
以
内)

に
町
に

登
録
し
、
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

犬
の
ふ
ん
害
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
は
ト
イ
レ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
排
泄
は
散
歩
の
前

に
自
宅
で
済
ま
せ
る
習
慣
を
つ
け
、

そ
れ
で
も
散
歩
中
に
し
て
し
ま
っ
た

際
は
、
必
ず
ふ
ん
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

③
犬
は
つ
な
い
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う

放
し
飼
い
は
、
人
を
傷
つ
け
た
り
、

他
人
の
土
地
や
農
作
物
を
荒
ら
し
た

り
し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

公
園
や
河
川
敷
な
ど
で
犬
を
放
す

(

ノ
ー
リ
ー
ド)

こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

④

｢

身
元
証
明｣

で
迷
子
を
な
く
し
ま

し
ょ
う

鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
、

迷
子
札

(

氏
名
、
連
絡
先
等
記
入)

を
必
ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
飼
い
犬
が
人
を
噛
ん
だ
と
き
は

被
害
者
へ
の
応
急
処
置
と
再
発
防

止
を
図
り
、
24
時
間
以
内
に
保
健
所

へ
の
届
け
出
と
、
48
時
間
以
内
に
そ

の
犬
の
狂
犬
病
の
有
無
に
つ
い
て
、

獣
医
師
に
よ
る
犬
の
健
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

○
期
日

11
月
13
日

(

水)

○
場
所
及
び
時
間

【
東
地
区
】

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

９
時
〜
９
時
10
分

・
上
六
嘉
公
民
館

９
時
20
分
〜
９
時
半

・
北
甘
木
公
民
館

９
時
40
分
〜
９
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

10
時
〜
10
時
10
分

・
下
六
嘉
公
民
館

10
時
20
分
〜
10
時
半

・
三
郎
無
田
公
民
館

10
時
40
分
〜
10
時
50
分

・
東
小
学
校
正
門
前

11
時
〜
11
時
10
分

【
西
地
区
】

・
上
島
公
民
館

13
時
半
〜
13
時
40
分

・
鯰
公
民
館

13
時
50
分
〜
14
時

・
上
仲
間
公
民
館

14
時
10
分
〜
14
時
20
分

・
下
仲
間
公
民
館

14
時
半
〜
14
時
40
分

・
犬
渕
公
民
館

14
時
50
分
〜
15
時

・
高
田
公
民
館

15
時
10
分
〜
15
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

15
時
半
〜
15
時
40
分

※
予
防
注
射
は
狂
犬
病
予
防
法
第
５
条

に
よ
り
所
有
者
が
毎
年
１
回
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
所
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
１
頭
あ

た
り
３
千
円
で
す
。
登
録
し
て
い
な

い
犬
は
別
途
登
録
料
３
千
円
が
必
要

で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

美
し
く
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町
の
道

路
、
河
川
敷
、
空
地
等
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
を
拾
い
、
自
分
達
の
手
で
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ゴ
ミ
収
集

10
月
27
日
は
、
町
内
一
斉
清
掃
に
併

せ
て

｢

粗
大
ご
み｣

を
収
集
し
ま
す
。

必
ず
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
各
地
区

で
指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。(

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。)

例
年
、
タ
イ
ヤ
等
の
出
せ
な
い
物
も

見
受
け
ま
す
。
必
ず
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

☆
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『

粗
大
ご
み』

は
、
燃
え
な
い
ご
み

で
あ
っ
て
、
町
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な

い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。
町
指
定
ご
み

袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
燃
え
る
ご
み

は
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
等
し

た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者

(

買
主)

が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
届
出
が
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担

保
、
代
物
弁
済
等

○
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

◆
都
市
計
画
区
域

(

嘉
島
町
全
域)

・
市
街
化
区
域

２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

５
千
㎡
以
上
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秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

10
月
27
日(

日)

は

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
日
で
す

一
斉
清
掃

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

土
地
取
引
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○
届
出
期
限

契
約

(

予
約
含
む)

締
結
日
か
ら
２

週
間
以
内

(

締
結
日
含
む)

○
届
出
窓
口

土
地
の
所
在
す
る
市
区
町
村
の
国
土

利
用
計
画
法
担
当
課

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
基
本

法
は
、
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
基
本

理
念
を
定
め
て
い
ま
す
。

一
、
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

二
、
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大

切
で
す

三
、
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ

ん
四
、
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求

め
ら
れ
ま
す

土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん
な
で

考
え
ま
し
ょ
う

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
企
画
情
報
課

�
２
３
７－

２
６
４
１

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・

文
化
振
興
局
地
域
振
興
課

�
３
３
３－

２
１
８
１

火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり､ 火災予防思想の一層の普及を図り､

火災の発生を防止し､ 高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに､

財産の損失を防ぐことを目的として､ 毎年実施されています｡

防火標語 『消すまでは 心の警報 ＯＮのまま』

実施期間 平成25年11月９日(土)～11月15日(金)までの７日間

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント！
３つの習慣・４つの対策

３つの習慣

・寝たばこは､ 絶対やめる｡

・ストーブは､ 燃えやすいものから離れた位置で使用する｡

・ガスコンロなどのそばを離れるときは､ 必ず火を消す｡

４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために､ 住宅用火災報知器を設置する｡

・寝具､ 衣類及びカーテンからの火災を防ぐために､ 防災製品を使用する｡

・火災を小さいうちに消すために､ 住宅用消火器等を設置する｡

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために､ 隣近所の協力体制をつくる｡

※家庭や職場､ 地域ぐるみで火の用心に心がけましょう｡

嘉島町消防団 上益城消防本部

����������
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地域安全ニュース

夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時��月��日��月��日
町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通)

10月の納税 11月の納税

町県民税 ③期
国民健康保険税 ⑥期
後期高齢者医療保険料 ⑥期
介護保険料 ⑥期

納期限日(口座振替日) 平成25年10月31日(木)

……………………………
……………………

……………
…………………………

国民健康保険税 ⑦期
後期高齢者医療保険料 ⑦期
介護保険料 ⑦期

納期期日(口座振替日) 平成25年12月２日(月)

……………………
……………

…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は､ 通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

��������
実施期間10月11日(金)～10月20日(日)���������������������������������������������������������������������������������������������������������

御船警察署管内の犯罪認知状況 (平成25年８月末現在)

総数 御船町 嘉島町 益城町 甲佐町
刑 法 犯 総 数 265 49 104 88 24

主

な

罪

種

万引き 50 6 36 7 1
自転車盗 41 11 21 7 2
オートバイ盗 18 3 8 6 1
空き巣 12 2 1 6 3
忍込み 10 3 2 3 2
車上ねらい 22 5 7 8 2
詐欺 1 0 0 1 0
その他の罪種 111 19 29 50 13���������������������������� ������ ������������
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その259]

歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
の
は
、
年

号
や
出
来
事
な
ど
を
覚
え
る
こ
と

で
は
な
い
。
先
人
の
歩
み
を
今
に

照
ら
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
か

と
言
う
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

き
た
。

同
和
教
育
の
中
で
、
ま
る
で
そ

れ
が
同
和
教
育
そ
の
も
の
で
あ
る

か
の
よ
う
に
部
落
の
歴
史
が
語
ら

れ
る
事
に
わ
た
し
は
否
定
的
だ
。

被
差
別
部
落
は
、
直
接
的
に
は

｢

徳
川
幕
府
が
農
民
を
よ
り
収
奪

す
る
た
め
に
政
治
的
に
作
り
出
し

た｣

と
い
う
こ
と
は
、
大
筋
に
お

い
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。

だ
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、

過
去
の
歴
史
や
被
差
別
の
人
び
と

の
出
自
が
何
で
あ
れ
、
い
ま
こ
こ

に
お
互
い
が
人
間
と
し
て
生
き
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
以
外
何
が
あ

ろ
う
。

被
差
別
部
落
の
歴
史
は
要
す
る

に
、
権
力
に
よ
る
分
裂
支
配
の
所

産
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
長
崎
。
全
国
の
被

差
別
部
落
は
、
地
形
や
地
理
の
不

利
な
と
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
長
崎
の
場
合
は
高
台

に
作
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
も

｢

港

ナ
ガ
サ
キ｣

の
眺
望
は
す
ば
ら
し

い
。
幕
府
の
直
轄
地
の
長
崎
奉
行

に
と
っ
て
、
最
大
の
任
務
は
オ
ラ

ン
ダ
貿
易
の
管
理
と
キ
リ
シ
タ
ン

の
弾
圧
で
あ
っ
た
の
は
周
知
の
と

お
り
。
権
力
は
被
差
別
部
落
の
人

び
と
を
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
人

び
と
の
ス
パ
イ
の
任
を
命
じ
、
そ

の
任
務
の
た
め
長
崎
の
街
を
一
望

で
き
る
高
台
に
置
い
た
と
い
う
。

か
つ
て
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人

び
と
は
こ
と
の
ほ
か
、
被
差
別
部

落
の
人
び
と
に
た
い
し
て
、
強
い

反
発
と
差
別
を
感
じ
て
い
た
と
思

う
。
民
衆
の
悲
し
さ
で
も
あ
る
。

弾
圧
し
、
対
峙
さ
せ
、
分
裂
を

仕
組
ん
で
い
く
の
は
、
権
力
者
の

常
套
手
段
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

学
ば
ず
し
て
、
何
が
被
差
別
部
落

の
歴
史
で
あ
ろ
う
か
。

(

林

力

人
権
百
話
よ
り)

分
裂
支
配

○
日
時

11
月
９
日

(

土)
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

嘉
島
町
民
体
育
館

○
演
題

｢

出
会
い
と
表
現｣

〜
あ
る
こ
と
を
な
い
こ
と
に
し

な
い
〜

○
講
師

徳
島
県
同
和
地
区
青
少

年
団
体
連
絡
協
議
会｢

止
揚
の
会｣

事
務
局

大
湾

昇

氏

大
湾
さ
ん
は
、
難
し
い
と
捉
え

ら
れ
が
ち
な｢

同
和
・
人
権
教
育｣

を
、
日
常
の
身
近
な
事
例
を
用
い

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
温
か
い

語
り
口
で
講
演
さ
れ
、
心
理
テ
ス

ト
・
紙
芝
居
・
イ
ラ
ス
ト
等
を
使

い
、
当
た
り
前
に
潜
む
人
権
課
題

を
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
す
。

学
習
会
指
導
員
、
中
学
女
子
バ

ス
ケ
部
コ
ー
チ
の
経
験
か
ら
、
現

代
の
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
問
題

に
も
触
れ
ら
れ
ま
す
。

大
湾
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
講
演

を
聞
い
て
、
感
動
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
小
・
中
学
生
の
発
表
や

コ
ッ
コ
ロ
隊
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
教
育
委
員
会

�
２
３
７－

０
０
５
８

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

11
月
９
日
開
催

解放令 明治４ (1871) 年に太政官が公布した賤民

制度の廃止を目的とする布告の略称です｡ これにより､

法律､ 制度上の身分は廃止となりました｡ しかし､ 国

による生活の保障や差別をなくすための具体的施策が

なかったため､ 差別の解消は進みませんでした｡

壬申(じんしん)戸籍 明治５ (1872：壬申) 年に

全国的な規模で作られた､ 我が国最初の戸籍のことで

す｡ 戸籍とは､ その人の本籍､ 氏名､ 生年月日､ 家族

との関係などを登録して公に証明するものです｡ 当時､

この戸籍には華族・士族・平民などの新身分が記入さ

れ､ さらに同和地区住民の身分については新たな呼称

で記入するという例がありました｡

昭和43 (1968) 年に国が戸籍の閲覧禁止の通達を出

すまで第三者が閲覧でき､ 差別に利用されてきたこと

が､ 今日まで差別を残す原因の一つとなっています｡

水平社運動 明治４ (1871) 年の解放令が画期的

な出来事であったものの､ 実質的な解放につながらな

かったことから､ 大正時代に入ると､ 大正デモクラシー

という社会情勢を背景に､ 自らの力で解放を勝ち取ら

なければならないという自覚と団結の必要性により､

部落差別をなくすための運動が起こりました｡ これを

水平社運動といいます｡

大正11 (1922) 年３月３日､ 京都市の岡崎公会堂で､

全国から集まった多くの人々によって､ 全国水平社の

創立大会が開催されました｡ 大会では､ ｢人の世に熱

あれ､ 人間に光あれ｣ と結んだ水平社結成の宣言が採

択されました｡ これにより､ 水平社運動は全国に広が

り､ 差別と貧困を生み出す社会の非民主的なしくみを

なくす闘いが推し進められました｡

その結果､ 同和地区の人々の基本的人権に関する自

覚を高めたこと､ 部落差別の不合理性についての社会

認識を普遍化したことなど､ 水平社運動が果たした役

割には大きいものがありました｡(熊本県人権啓発資料より)

明治～昭和(戦前)には､ どのような歴史があったのですか？

������
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〜
ま
た
発
生
！
医
療
費
の
還
付
金
〜

県
庁
を
名
乗
る
不
審
な
電
話
？

見守り新鮮
情報10月号

康
増
進
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
に

し
た
法
律
で
す
。
食
品
に
含
ま
れ

る
栄
養
成
分
に
関
す
る
表
示
の
基

準
を
定
め
て
い
ま
す
。

◇
表
示
の
基
本
ル
ー
ル

食
品
表
示
を
正
し
く
理
解
す
る

に
は
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル
を
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
表
示
し
な
く
て
よ
い
場

合
が
あ
る
こ
と
で
す
。
生
鮮
食
品

を
生
産
者
な
ど
が
消
費
者
に
直
接

販
売
す
る
場
合
は
、
表
示
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
食
品
に
つ

い
て

｢

一
番
詳
し
い
人｣

が
そ
こ

に
い
る
か
ら
で
す
。
同
様
の
理
由

で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
加

工
し
た
食
品
を
直
接
消
費
者
に
販

売
す
る
場
合
な
ど
も
表
示
は
必
要

な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
容
器
・
包
装
が
一
定
面
積
以

下
の
場
合
に
も
表
示
を
省
略
で
き

る
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

◇
表
示
内
容
の
ル
ー
ル

実
際
の
表
示
で
は
、
複
数
の
法

律
に
基
づ
く
表
示
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
名
称
、
原
材
料
名
、

内
容
量
、
消
費
期
限
ま
た
は
賞
味

期
限
、
保
存
方
法
、
製
造
者
、
ア

レ
ル
ギ
ー
物
質

(

特
定
原
材
料)

等
、
食
品
の
種
類
や
包
装
に
よ
り
、

個
別
に
表
示
す
べ
き
事
項
が
そ
れ

ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
ル
ー
ル
と
し

て
、
消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の
違

い
が
あ
り
ま
す
。
消
費
期
限
は
比

較
的

｢

足
の
早
い｣

(

急
速
に
劣

化
し
や
す
い)

食
品
に
付
け
ら
れ

る
表
示
で
す
。｢

食
べ
ら
れ
る
期

限｣

の
表
示
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。一

方
、
賞
味
期
限
は
、
品
質
の

劣
化
が
比
較
的
遅
い
食
品
に
付
け

ら
れ
ま
す
。
安
全
性
は
も
と
よ
り

味
や
風
味
も
加
味
し
て
決
め
ら
れ

る
期
限
で
、｢

お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
期
限｣

と
理
解
で
き
ま
す
。

ま
た
、
よ
く
見
か
け
る

｢

カ
ロ

リ
ー
ゼ
ロ｣

に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
カ
ロ
リ
ー
が
全
く
な
い
と
理

解
し
て
は
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

飲
み
物
を
例
に
と
る
と
、
１
０
０

㍉
㍑
当
た
り
５
㌔
㌍
未
満
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、

｢

カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ｣

と
表
示
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
食
品
表
示
の
一
元
化

食
品
表
示
は
年
々
、
複
雑
に
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

消
費
者
庁
の
食
品
表
示
一
元
化
検

討
会
で
表
示
事
項
の
優
先
順
位
や
、

義
務
づ
け
る
表
示
の
範
囲
な
ど
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

(

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

｢

く
ら
し
の
豆
知
識｣

よ
り)

※
表
示
ル
ー
ル
を
一
元
化
す
る

｢

食
品
表

示
法｣

が
今
年
６
月
、
参
院
本
会
議
で
成

立
。
今
後
、
具
体
的
な
表
示
内
容
・
方
法

を
定
め
、
２
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

���������◇
食
品
表
示
と
は

食
品
表
示
と
は
、
食
品
の
容
器
・

包
装
な
ど
に
付
け
ら
れ
た
食
品
の

内
容
に
関
す
る
表
示
を
い
い
ま
す
。

表
示
の
根
拠
と
な
る
法
律
は
一
つ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、

食
品
衛
生
法
、
健
康
増
進
法
の
３

法
が
主
な
根
拠
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
が
異
な
る

目
的
で
表
示
制
度
を
定
め
て
い
る

か
ら
で
す
。

◇
根
拠
法
あ
れ
こ
れ

Ｊ
Ａ
Ｓ
法

食
品
の
品
質
を
伝
え

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
生
鮮
食
品
の
原
産
地
表
示
や

加
工
食
品
の
原
材
料
名
の
表
示
は
、

そ
の
代
表
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

食
品
衛
生
法

食
に
ま
つ
わ
る
健

康
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

の
表
示
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質

を
含
む
食
品
に
関
す
る
表
示
は
、

そ
の
代
表
例
で
す
。

健
康
増
進
法

そ
の
名
の
通
り
健

高
齢
者
の
自
宅
に

『

熊
本
県
庁

の
社
会
保
険
事
務
所』

を
名
乗
り

｢

医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る｣

と

電
話
が
あ
り
、
さ
ら
に

｢
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
誘
導
し
よ
う
と
す
る｣
と
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
庁
内
に
は
社
会
保
険
事

務
所
は
存
在
し
ま
せ
ん
し
、
医
療

費
の
還
付
金
が
発
生
し
て
も
、
い

き
な
り
電
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く

よ
う
指
示
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

《
相
談
事
例
》

○

｢

県
庁
２
階
の
社
会
保
険
事
務

所
で
す
。
医
療
費
の
払
い
戻
し
に

つ
い
て
連
絡
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
手
続
き
を
し
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん｣

と
電
話
が
あ
っ

た
。
私
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
は
知
っ
て
い
た
。

○

｢

県
庁
７
階
に
あ
る
社
会
保
険

福
祉
部
か
ら
で
す
。
過
払
い
金
が

10
年
分
で
４
万
円
あ
り
ま
す
。
携

帯
電
話
を
持
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
連
絡
し
ま
す
。｣

と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

○

｢

国
民
保
険
の
改
正
が
あ
り
医

療
費
を
10
年
遡
っ
て
返
金
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
携
帯
電
話
を
持
っ

て
近
く
の
金
融
機
関
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
連
絡
し
ま
す
。｣

と
の
電
話
が
あ
り
、
誰
か
尋
ね
た

ら

｢

県
庁
７
階
の
社
会
保
険
事
務

局
の
▲
▲
と
言
い
ま
す
。｣

と
名

乗
っ
た
。
不
審
に
思
っ
て
電
話
し

た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

◎
医
療
費
の
還
付
は
、
県
や
町
が

電
話
で
口
座
番
号
を
聞
き
出
す
こ

と
や
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
指
示

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
一
旦
お
金
を
振
り
込
む
と
、
取

り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

○
振
り
込
む
前
に
県
や
町
、
警
察

な
ど
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
安
や
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
上

益
城
４
町
消
費
生
活
相
談
室
へ
。

【
広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時
】

火
曜
日
…
御
船
町

�
２
８
２－

１
１
１
１

水
曜
日
…
嘉
島
町

�
２
３
７-

１
１
１
２

木
曜
日
…
甲
佐
町

�
２
３
４－

３
２
２
３

金
曜
日
…
山
都
町

�
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

毎
月
２
回
無
料
法
律
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

� � � � � � � � � ������� ������������
���

�
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嘉島町食生活改善推進員協議会
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今月､ 日本人の友達“ちさき”の地元､ 山口まで彼

女に会いに行きました｡ ３年前ロンドンで会ったきり

だったので会うのがとても楽しみでした｡

日曜日の朝､ 彼女と彼女のお母さんに会い､ 話しな

がらビーチへ出かけました｡ 話したい事はいっぱいあ

りました｡ きれいなビーチで彼女の家族とその友達に

会い､ ＢＢＱをしました｡ 肉や､ さつまいもや､ 焼き

そばなどがたっぷりありました｡ そして､ 誰かがジェッ

トスキー２台とバナナボートを持ってきていました｡

ジェットスキーに乗ったことはありませんでしたが､

まるでバイクに乗っているような感じでした｡ 風がと

ても強く､ 波が高かったのでとても楽しかったです｡

“ちさき”が運転して帰ることになり､ 彼女の妹さ

んとその友達と私は車で眠ってしまいました｡ セブン

イレブンに寄り､ アイスを買ったあと別れました｡

数時間後､ 待ち合わせをして晩ご飯を食べに行きま

した｡ その日はいっぱい食べました！出かける前､ シャ

ワーを浴びて砂を落としたのが気持ち良かったです｡

“ちさき”の妹２人と両親がとても優しくて､ 気を楽

にさせてくれました｡ 車では私のためにイギリスのバ

ンド ｢ワン・ダイレクション｣ の曲を流してくれまし

た｡

月曜日に､ “ちさき”と妹さんとお母さんと下関へ

ドライブしました｡ 狭い海峡を隔てて本州から見る九

州への眺めはすばらしかったです｡ それから､ 船に乗っ

て巌流島へ行きました｡ 初めて宮本武蔵と佐々木小次

郎の決闘の話を聞きました｡ 本当に面白かったです｡

そして､ 本土からの帰りに唐戸市場で昼ご飯にお寿司

を買いました｡ 天気が良かったので､ 外で船や人を見

ながら食べました｡ 熊本へ帰る前に“からっとくん”

という､ かわいいふぐのマスコットを見かけました｡

一緒に写真を撮らずにはいられませんでした！

山 口 訪 問
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米満やよいさん
(鯰)

�永 洋子さん
(滝河原)

���������
井
上

和
代
さ
ん

(

鯰)
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敬
老
会
、
百
歳
の
長
寿
表
彰
、
金
婚
ご
夫

婦
や
結
婚
50
周
年
の
方
の
表
彰
と
、
９
月
は

敬
老
の
行
事
が
続
き
ま
し
た
。

全
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
総
人
口
の

25
％
で
４
人
に
１
人
、
熊
本
県
内
は
26
・
５

％
に
達
し
た
の
に
対
し
、
嘉
島
町
は
そ
れ
を

若
干
下
回
る
24
・
７
％
。
元
気
で
働
く
方
が

多
い
な
か
、
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
い
う
の

は
何
と
な
く
し
っ
く
り
き
ま
せ
ん
が
、
町
内

で
も
少
子
高
齢
化
は
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

21
世
紀
は
高
齢
者
の
世
紀
と
言
わ
れ
ま
す
。

活
力
と
潤
い
の
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
高
齢
の
方
々
が
こ
れ
か
ら
も
各
分

野
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
日
の
社
会
を
築
か
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

｢

地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。｣

と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
永

倫
明

様

(

下
六
嘉)

亡

ユ
キ
子

様

小
野

勝
美

様

(

滝
河
原)

亡

ス
ヱ
子

様

田
端

一
枝

様

(

滝
河
原)

亡

寳
藏

様

松
本

浩
信

様

(

滝
河
原)

亡

智
道

様

中
村

耕
三

様

(

熊
本
市)

亡

逸
子

様

�
田

朔
郎

様

(

下
六
嘉)

亡

幸
子

様

一

般

寄

付

大
倉

清
司

様

(

上
島)

平
成
25
年
９
月
20
日
現
在

２日 ・庁内常会

・防衛白書説明対応

・熊本県地域福祉トップセミナー

３日 ・御船地区衛生施設組合管理者会議及び議会

５日 ・全国町村会正副会長会

６日 ・第３回嘉島町議会定例会 ～10日

・県産材需要拡大県民運動推進会議

・道州制についての知事との意見交換会

９日 ・熊本県防犯協会連合会来庁対応

・多良木町長後ご母堂様通夜式参列

10日 ・熊日金婚夫婦表彰伝達対応

11日 ・嘉島町敬老会

・嘉島町体育協会役員会

12日 ・百歳表彰伝達

・テレビ熊本社長来庁対応

13日 ・嘉島町金婚夫婦表彰式

・嘉島町結婚50周年記念表彰式

・償却資産に係る固定資産税及びゴルフ場利用税

堅持に関する要請活動協議

14日 ・第68回熊本県民体育祭開会式

17日 ・国民年金基金来庁対応

・嘱託員会議

19日 ・国民年金基金理事会及び代議員会議

20日 ・日本下水道理事表敬訪問対応

・第68回国民体育大会 ｢スポーツ祭2013｣ 熊本県

選手団結団式

23日 ・阿蘇くまもと空港振興協議会アシアナ航空熊本

～ソウル線就航10周年記念式典

24日 ・秋の交通安全運動に伴う激励巡視

・日赤共同募金会来庁対応

・イオンモール㈱開発本部来庁対応

・上益城郡町長会議

25日 ・国保中央会臨時理事会

・坂本哲志総務副大臣との意見交換会

26日 ・償却資産に係る固定資産税及びゴルフ場利用税

堅持に関する要請活動

・嘱託員研修同行 ～28日

30日 ・熊本県公立学校施設整備期成会事務局来庁対応

・鳥取県日吉津村議会総務経済常任委員会行政視

察来庁対応

町長の動き
９月の

善

意

の

輪

荒木町長談

嘉島町敬老会にご出席の皆さんと



広報かしま�������

― 32 ―

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣
発行日 平成25年10月11日
〒861�3192 熊本県上益城郡

嘉島町上島530
TEL 096�237�1111㈹ FAX 096�237�2359
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、

関
係
者
の
方
々
に
早
朝
か
ら
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
稲
穂
も
す
っ
か
り
頭

を
垂
れ
、
い
よ
い
よ
食
欲
の
秋
で

す
ね
。
先
日
受
け
た
健
診
の
結
果

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
秋

の
味
覚
を
堪
能
し
た
あ
と
、
結
果

も
ふ
ま
え
て
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

係)

10月13日(日) 大久保耳鼻咽喉科医院 (御船町)�282-3900
10月14日(月･祭) 田上皮ふ科クリニック(御船町)�281-1112
10月20日(日) よしむら内科循環器科医院 (嘉島町)�235-7773
10月27日(日) 香田整形外科医院 (嘉島町)�237-2811
11月３日(日・祭) 小糸整形外科医院 (御船町)�282-0050

古閑整形外科胃腸科医院 (御船町)�284-2010
11月４日(月･振) たなか内科眼科医院(嘉島町)�235-7235
11月10日(日) さかた耳鼻咽喉科医院 (嘉島町)�237-4133�������������������������� ������ ������ ����������� ����������� ����������� �����

���������������
ご両親：川島 孝則さん・徳子さん (鯰)

｢すくすく笑顔｣ 掲載希望者を募集しています｡ 総
務課広報係に写真を持参いただくかメールでも応募で
きます｡ メールの場合は､ 写真を添付し､ 上記内容を
入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpまで申
し込んでください｡

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
｢Let's enjoy 楽しんでいます｣ では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します｡
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください｡
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